
71



2

Contents INFORMATION

訃報　片柳学園創立者　片柳 鴻
東京工科大学コミュニケーションマークを制定
高等教育の修学支援新制度の対象機関として認定
メディア学部開設 20 周年記念誌 WEB を公開
プレスリリース
　東京都立工芸高等学校との教育連携協定を締結
　研究成果：医療保健学部理学療法学科　十島純子教授
　研究成果：応用生物学部　佐藤拓己教授
　e スポーツサークルが日本代表として 2 年連続世界大会に出場

応用生物学部 / コンピュータサイエンス学部 / メディア学部 / 工学部
デザイン学部 / 医療保健学部 / 片柳研究所

応用生物学部 / コンピュータサイエンス学部 / メディア学部 / 工学部
デザイン学部 / 医療保健学部 / 教養学環
バイオ・情報メディア研究科 / 工学研究科 / デザイン研究科

人事（採用・任命・退職） / 訃報 / お詫びと訂正
外部研究費関連（受託研究費・奨学寄附金・共同研究費・その他）
動物実験実施状況
遺伝子組換え実験実施状況
主要日誌

硬式庭球部 / 漫画アニメーション研究部 / 吹奏楽団 / 陸上競技部

第 8 回八王子近隣地域交流会を開催
地元を知ろう「U・I・J ターン」学内説明会・相談会を開催
キャリアサポートセンター・同窓会共同企画「いろは就職相談会」を開催

「業界・職種研究会」を開催
2021 年 3 月修了・卒業予定者の就職活動が早くも開始
学園祭「紅華祭（八王子）」「かまた祭（蒲田）」開催報告
ホームカミングデーを開催
コーオプ教育プログラム実績報告会と成果発表会を開催
オリンピック開催に伴う 2020 年度前期学年暦について
2020 年度以降の八王子キャンパス時間割の変更について
2020 年度前期学年暦・学内行事予定
令和元年度　学位記授与式（卒業式）日程

飛躍（壁画）

Campus Scenes

大学事務局便

KOUKADAI INFORMATION

学生サークル紹介

学部 ・ 学環 ・ 研究科便り

学生 ・ 教員の受賞と活動

KOUKADAI TOPICS04

08

18

20

24

28

30

71

表紙写真

真っ赤に染まる紅葉と
八王子キャンパスにある美術館 「鴻稜苑」

2019 年 12 月上旬撮影

東京工科大学では、本学の情報を
SNS を通じて、本学在学生、教職員、
卒業生および受験生・一般の方など
に発信し、本学の魅力を伝える目的
で各種公式 SNS アカウントを運営
しています。最新のニュースなどを
紹介していますので、アカウントを
お持ちの方はぜひフォローしてくだ
さい。各学部の SNS アカウントは、
P8 からの記事で紹介しています。

YouTube

twitter

LINE

Facebook

Instagram



3



4

東京工科大学の最新トピックスを紹介

KOUKADAI TOPICS

訃
報

片
柳
学
園
創
立
者

　
　
　
　
　
片
柳 

鴻

去
る
２
０
１
９
年
８
月
15
日
午

前
10
時
８
分
、
か
ね
て
よ
り
療
養

中
だ
っ
た
学
園
創
立
者
で
あ
る
片

柳
鴻
前
理
事
長

（
満
98
歳
）
が
永

眠
い
た
し
ま
し
た
。
奇
し
く
も
故

人
も
参
加
し
た
太
平
洋
戦
争
の
74

回
目
の
終
戦
記
念
日
で
も
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
報
せ
を
受
け
、
学
内
で
は

直
ち
に
学
園
葬
準
備
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
葬
儀
委
員
長
を
千
葉
茂

理
事
長
と
し
て
故
人
の
遺
志
に
よ

り
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
２
０
１
６

年
に
完
成
し
た
片
柳
ア
リ
ー
ナ
に

て

「
お
別
れ
の
会
」
を
翌
月
の

２
０
１
９
年
９
月
24
日
に
実
施
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

短
期
間
で
の
準
備
の
中
、
告

知
、
会
場
計
画
な
ど
細
部
に
渡
っ

て
葬
儀
会
社
と
の
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
、
ス
テ
ー
ジ
上
に
設
営
さ
れ

た
祭
壇
は
ご
遺
族
の
希
望
も
踏
ま

え
、
前
理
事
長
が
描
い
た
多
く
の

絵
画
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
富
士

山
を
３
万
４
３
０
０
本
の
供
花
に

よ
り
壮
大
に
表
現
さ
れ
た
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

お
別
れ
の
会
当
日
は
、
故
人
の

故
郷
で
あ
る
栃
木
県
佐
野
市
の
涅

槃
寺

（
ね
は
ん
じ
）
の
導
師
に
よ

る
読
経
で
幕
を
開
け
、
松
原
忠
義

大
田
区
長
、
軽
部
征
夫
学
長
、
学

生
代
表
と
し
て
親
族
も
本
学
園
の

出
身
者
で
あ
る
東
京
工
科
大
学

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

２
年
の
大
用
啓
斗
さ
ん
の
３
名
に

各
々
の
故
人
に
対
す
る
思
い
と
共

に
弔
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
前
に
お
付
き
合
い
の
あ
っ
た

取
引
先
や
近
隣
の
方
々
を
始
め
学

園
Ｏ
Ｂ
、
学
生
、
教
職
員
ら
お
よ

そ
２
５
０
０
名
に
参
列
・
献
花
を

い
た
だ
き
、
故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

会
場
ホ
ワ
イ
エ
に
は
故
人
の
教

会場ホワイエの展示の様子

お別れ会の様子

故人の愛用品の絵画道具

育
の
発
展
へ
の
貢
献
と
し
て
贈
ら

れ
た
藍
綬
褒
章
、
旭
日
小
綬
章

各
々
の
叙
勲
の
額
、
絵
画
道
具
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
愛

用
品
の
展
示
や
、
場
内
ス
ク
リ
ー

ン
に
は
戦
中
の
時
代
か
ら
近
年
ま

で
故
人
の
歴
史
が
映
し
出
さ
れ
、

多
く
の
参
列
者
は
故
人
の
様
々
な

表
情
を
各
々
に
感
じ
取
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
お
別
れ
の
会
を
通
じ
、
創

立
以
来
73
年
間

「
理
想
的
教
育

は
理
想
的
環
境
に
あ
り
」
の
理
念

の
も
と
に
片
柳
学
園
を
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
大
き
な
発
展
に
導

い
て
き
た
故
片
柳
前
理
事
長
に
改

め
て
敬
意
を
表
し
、
学
園
教
職
員

一
同
は
実
学
主
義
教
育
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
邁
進
し
て
い
く
決
意
を
新

た
に
い
た
し
ま
し
た
。
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本
学
は
、
東
京
工
科
大
学
の
英

語
名T

o
k
y
o

 U
n

iv
e

rs
ity

 o
f 

T
e

c
h

n
o

lo
g

y

を

「
T
U
T
」

と
略
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

マ
ー
ク
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

従
来
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
よ
り
も

カ
ジ
ュ
ア
ル
に
展
開
す
る
こ
と
を

想
定
し
、
今
後
の
学
内
外
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
に

含
む
意
味
と
し
て
、
青
の
ラ
イ
ン

（人
生
）
と
グ
レ
ー
の
ラ
イ
ン

（大

学
）
の
２
つ
が
存
在
し
ま
す
。

①
高
校
生
が
勉
学
等
に
励
み
成

長
し
て
、
②
東
京
工
科
大
学
へ
入

学
し
、
大
学
と
い
う
器
で
実
社
会

に
役
立
つ
専
門
の
学
理
と
技
術
を

修
得
し
、
③
や
が
て
卒
業
し
て
社

会
人
と
な
り
、
様
々
な
経
験
を
積

み
、
社
会
貢
献
を
果
た
す
。
東
京

工
科
大
学
は
、
そ
の
よ
う
な
人
生

を
歩
む
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う

本
学
は
、
２
０
２
０
年
４
月
よ

り
開
始
さ
れ
る

「
大
学
等
に
お
け

る
修
学
支
援
に
関
す
る
法
律
」
（令

和
元
年
法
律
第
８
号
）
に
基
づ
き
、

文
部
科
学
大
臣
に
よ
り
対
象
校
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
手
続
き

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
支
援
制
度
は
、
世
帯
の
収

入
な
ど
の
要
件
に
あ
う
学
生
が

支
援
の
対
象
と
な
る
も
の
で
、
高

校
や
大
学
等
の
成
績
だ
け
で
は
な

く
、
明
確
な
進
路
意
識
と
強
い
学

び
の
意
欲
、
学
修
状
況
等
を
し
っ

か
り
と
確
認
し
た
う
え
で
学
生
に

対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

授
業
料
・
入
学
金
の
免
除
ま
た
は

減
額
と
、
給
付
型
奨
学
金
に
よ
り

意
欲
の
あ
る
学
生
の

「
学
び
」
を

支
援
し
ま
す
。
大
学
・
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校

（４
年
・
５
年
）
・

専
門
学
校
が
支
援
対
象
と
な
り
ま

す
。
本
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、

文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

東
京
工
科
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部

は
１
９
９
９
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
度
は
開

設
20
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
て

『
メ
デ
ィ
ア
学
部
20

周
年
記
念
誌
』
を
企
画
制
作
し
、

発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
一
部
の

ペ
ー
ジ
を
３
回
に
分
け
て
事
前
公

開
し
ま
し
た
。

詳
細
は
メ
デ
ィ
ア
学
部
20
周
年

記
念
誌
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

東
京
工
科
大
学
、
日
本
工
学
院

専
門
学
校
お
よ
び
日
本
工
学
院
八

王
子
専
門
学
校
を
設
置
す
る
学
校

法
人
片
柳
学
園
は
、
東
京
都
立
工

芸
高
等
学
校

（
東
京
都
文
京
区
）

と
、
大
学
お
よ
び
専
門
学
校
の
教

育
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
い

た
し
ま
し
た
。

本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
本
学

園
が
設
置
す
る
大
学
お
よ
び
専

門
学
校
の
東
京
都
の
美
術
・
工

芸
の
担
い
手
育
成
や
、
本
学
園
教

員
に
よ
る
同
高
校
へ
の
出
張
講
義

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
教
育
交

流
や
連
携
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。１

９
８
６
年
に
開
学
し
た
東
京

工
科
大
学
は
、
東
京
・
蒲
田
と
八

王
子
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
ち
、
工

学
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
、

応
用
生
物
、
メ
デ
ィ
ア
、
デ
ザ
イ
ン
、

東京工科大学
コミュニケーションマークを制定

高等教育の修学支援新制度の
対象機関として認定

メディア学部開設
20 周年記念誌ＷＥＢを公開

東京都立工芸高等学校との
教育連携協定を締結

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
学
と
い
う
器
を
経
て
、
左
の

Ｔ
よ
り
右
の
Ｔ
が
大
き
く
な
り
成

長
し
て
い
る
こ
と
、
①
か
ら
③
ま

で
が
１
本
の
ラ
イ
ン
と
し
て
大
学

を
支
点
と
し
た
人
の
人
生
を
表
現

し
、T

o
k
y
o

 U
n

iv
e

rs
ity

 o
f 

T
e

c
h

n
o

lo
g

y

の
頭
文
字
で
あ

る

「
Ｔ
Ｕ
Ｔ
」
の
３
文
字
を
構
成

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学

「
Ｕ
」
の
周
囲
が

閉
じ
ら
れ
て
い
な
い
構
図
は
、
東

京
工
科
大
学
が

（
風
通
し
を
良
く

し
て
） 
社
会
の
変
化
・
技
術
の
変

化
を
敏
感
に
掴
み
、
先
端
研
究
に

挑
戦
し
、
そ
の
成
果
を
社
会
へ
還

元
す
る
姿
勢
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
は
学
内
者
限
定
の

学
内
サ
イ
ト
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
う
え
、
原
則
と
し
て
本
学
学
生
、

教
職
員
が
使
用
可
能
で
す
。

医
療
保
健
の
６
学
部
と
大
学
院
な

ど
に
約
８
０
０
０
名
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。
１
９
４
７
年
に
開
校
し

た
日
本
工
学
院
は
、
東
京
・
蒲
田

と
八
王
子
、
北
海
道
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
持
つ
総
合
専
門
学
校
で
、
こ

れ
ま
で
に
の
べ
22
万
人
以
上
の
卒

業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
協
定
提
携
に
お
け
る
活

動
内
容
と
し
て
は
、
①
東
京
都
の

美
術
・
工
芸
の
担
い
手
育
成
に
関

す
る
事
項
、
②
相
互
の
教
員
の
派

遣
に
関
す
る
事
項
、
③
美
術
・
工

芸
系
教
員
の
研
修
に
関
す
る
事

項
、
④
相
互
の
施
設
・
設
備
の
利

活
用
に
関
す
る
事
項
、
⑤
教
育
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
及
び
交
流
に

関
す
る
事
項
、
⑥
そ
の
他
、
双
方

が
協
議
し
同
意
し
た
事
項
で
す
。

プレスリリース
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東
京
工
科
大
学
医
療
保
健
学
部

理
学
療
法
学
科
の
十
島
純
子
教
授

と
東
京
理
科
大
学
基
礎
工
学
部
生

物
工
学
科
の
長
野
真
助
教
、
十
島

二
朗
教
授
ら
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

細
胞
が
外
部
か
ら
物
質
を
取
り
込

む
現
象
で
あ
る
エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー

シ
ス
に
つ
い
て
、
新
し
い
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
発
見
し
ま
し
た
。
エ
ン
ド

サ
イ
ト
ー
シ
ス
は
真
核
生
物
の
細

胞
に
普
遍
的
に
備
わ
る
機
能
で
あ

り
、
細
胞
に
よ
る
外
部
か
ら
栄
養

物
質
の
取
り
込
み
、
神
経
伝
達
物

質
の
放
出
サ
イ
ク
ル
、
免
疫
応
答

反
応
等
、
様
々
な
生
命
現
象
に
お

い
て
非
常
に
重
要
で
す
。
ま
た
、

ヒ
ト
を
含
む
す
べ
て
の
生
物
の

体
の
最
小
単
位
は
細
胞
で
あ
り
、

栄
養
の
摂
取
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産

生
、
老
廃
物
の
処
理
な
ど
を
は
じ

め
と
す
る
、
ほ
と
ん
ど
の
生
命
現

象
は
細
胞
単
位
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
病
原
ウ
ィ
ル
ス
が
感

染
し
、
死
滅
さ
せ
て
し
ま
う
の
も

細
胞
で
あ
り
、
異
常
に
増
殖
し
て

「
が
ん
」
を
作
る
の
も
細
胞
で
す
。

こ
の
た
め
、
細
胞
の
は
た
ら
き

が
生
命
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー
シ
ス
は
私
達
の

体
の
中
の
多
く
の
細
胞
に
備
わ
る

非
常
に
基
本
的
な
生
命
現
象
で
あ

り
、
細
胞
が
外
部
か
ら
栄
養
物
質

や
、
細
胞
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
情
報
分
子
を
取
り
込
む
機
構
で

す

（図
１
）。

長
野
助
教
ら
は
、
エ
ン
ド
ソ
ー

ム
の
形
成
機
構
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
ま
ず
エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー
シ

ス
を
薬
剤
、
も
し
く
は
遺
伝
子
変

異
に
よ
り
停
止
さ
せ
た
細
胞
を
用

い
て
、
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
形
成
へ
の

影
響
を
調
べ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

こ
れ
ら
の
エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー
シ
ス

小
胞
が
正
常
に
形
成
さ
れ
な
い
細

胞
に
お
い
て
も
、
エ
ン
ド
ソ
ー
ム

は
正
常
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
見

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
対
し
て
、
薬

剤
に
よ
り
ゴ
ル
ジ
体
の
機
能
を
抑

制
し
た
細
胞
に
お
い
て
は
、
エ
ン

ド
ソ
ー
ム
の
形
成
が
著
し
く
損
な

わ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ゴ
ル
ジ
体
か
ら
の
小

胞
輸
送
の
効
率
が
低
下
し
て
い
る

変
異
体
を
用
い
て
、
同
様
の
実
験

を
行
っ
た
場
合
で
も
エ
ン
ド
ソ
ー

エ
ン
ド
ソ
ー
ム
は
病
原
ウ
ィ
ル

ス
の
感
染
経
路
で
あ
る
ほ
か
、
が

ん
細
胞
等
の
細
胞
増
殖
制
御
に
お

い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
エ
ン
ド
ソ
ー

ム
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
は

こ
れ
ら
人
間
の
疾
患
の
基
本
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
明
や
新
し
い
治
療
法

開
発
の
基
盤
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
本
研
究
で
は
、
従

来
か
ら
の
考
え
と
は
大
き
く
異
な

る
、
ゴ
ル
ジ
体
に
よ
る
エ
ン
ド
ソ
ー

ム
形
成
の
制
御
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
が
、
そ

の
詳
細
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

こ
の
全
く
新
し
い
エ
ン
ド
ソ
ー
ム

形
成
の
分
子
機
構
の
詳
細
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

ゴ
ル
ジ
体
に
よ
る
エ
ン
ド
ソ
ー
ム

形
成
の
制
御
機
構
を
解
明

研
究
の
背
景

研
究
成
果
の
概
要

今
後
の
展
望

細胞に取り込まれた分子を選別する

細胞内小器官エンドソームの新しい形

成メカニズムの発見

エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー
シ
ス
は
細
胞
の

が
ん
化
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
本
研
究
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
新
し
い
細
胞
の
エ
ン

ド
サ
イ
ト
ー
シ
ス
機
構
は
、
様
々

な
基
本
的
な
生
命
現
象
の
分
子
機

構
の
み
な
ら
ず
、
エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー

シ
ス
異
常
が
原
因
と
な
る
疾
患
の

基
本
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
つ
な

が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
尚
、

本
研
究
成
果
は
、
ダ
リ
ア
・
シ
ー

ク
ハ
ウ
ス
教
授

（
Ｉ
Ｓ
Ｔ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
）
ら
と
の
共
同
研
究
に

よ
る
も
の
で
す
。
な
お
、
本
研
究

成
果
は
昨
年
11
月
15
日
の
生
命
科

学
雑
誌

「Co
m

m
u

n
ic

a
tio

n
s
 

B
io

lo
g

y

」
（
オ
ン
ラ
イ
ン
版
）

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

プレスリリース

細
胞
が
こ
れ
ら
外
部
の
物
質

（栄
養
、
情
報
分
子
、
病
原
ウ
ィ
ル

ス
な
ど
）
を
取
り
込
む
と
、
そ
れ

ら
は
ま
ず
細
胞
内
に
存
在
す
る
エ

ン
ド
ソ
ー
ム
に
送
ら
れ
た
後
、
リ

ソ
ソ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
細
胞
内
小

器
官
で
分
解
さ
れ
る
か
、
も
し
く

は
細
胞
膜
へ
と
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

ま
す

（図
１
）。
細
胞
が
外
部
か
ら

取
り
込
む
物
の
中
に
は
、
病
原
ウ
ィ

ル
ス
も
含
ま
れ
て
お
り
、
エ
ン
ド

サ
イ
ト
ー
シ
ス
に
よ
り
細
胞
内
に

取
り
込
ま
れ
た
ウ
ィ
ル
ス
は
エ
ン

ド
ソ
ー
ム
か
ら
細
胞
内
へ
と
侵
入

し
、
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
エ
ン
ド
ソ
ー

ム
は
細
胞
外
か
ら
取
り
込
ま
れ
た

分
子
の
行
き
先
を
決
め
る
重
要
な

細
胞
内
小
器
官
で
あ
り
、
エ
ン
ド

ソ
ー
ム
形
成
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
細
胞

が
外
部
の
物
質
を
取
り
込
む
仕
組

み
を
理
解
す
る
上
で
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

十
島(

純)

教
授
と
十
島(

二)

教
授
ら
は
以
前
の
研
究
に
お
い
て
、

＜原論文情報＞

雑誌名 ： Communications Biology,DOI:10.1038/s42003-019-0670-5,2019)

論 文 タ イ ト ル ： Rab5-mediated endosome formation is regulated at the trans-

Golgi network.

著者 ： Makoto Nagano1, Junko Y. Toshima2, 4, Daria Elisabeth Siekhaus3, and 

Jiro Toshima1, 4 (1 東京理科大学基礎工学部 , 2 東京工科大学医療保健学部 , 3Institute 

of Science and Technology Austria, 4Corresponding authors)

出
芽
酵
母
の
エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー
シ

ス
過
程
を
可
視
化
す
る
こ
と
の
で

き
る
新
規
の
蛍
光
分
子
マ
ー
カ
ー

の
開
発
に
成
功
し
、
こ
れ
を
用
い

て
エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー
シ
ス
経
路
に

お
け
る
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
の
形
成
・

成
熟
に
は
細
胞
膜
か
ら
形
成
さ
れ

る
エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー
シ
ス
小
胞
と

ゴ
ル
ジ
体
か
ら
輸
送
さ
れ
る
小
胞

の
融
合
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
発

見
し
ま
し
た
。
今
回
、
本
研
究
グ

ル
ー
プ
の
長
野
真
助
教
ら
は
、
従

来
、
細
胞
膜
か
ら
作
ら
れ
る
エ
ン

ド
サ
イ
ト
ー
シ
ス
小
胞
の
融
合
に

よ
り
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
が
、
ゴ
ル
ジ

体
で
作
ら
れ
る
輸
送
小
胞
か
ら
形

成
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

ム
形
成
に
顕
著
な
異
常
が
生
じ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
形
成
の
鍵

因
子
で
あ
る
Ｒ
ａ
ｂ
５
タ
ン
パ
ク

質
の
機
能
が
ゴ
ル
ジ
体
に
局
在

す
る
活
性
化
因
子
に
よ
り
制
御

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
発
見
は
、
エ
ン
ド

ソ
ー
ム
の
形
成
に
は
、
細
胞
膜
か

ら
形
成
さ
れ
る
エ
ン
ド
サ
イ
ト
ー

シ
ス
小
胞
よ
り
も
、
ゴ
ル
ジ
体
か

ら
形
成
さ
れ
た
小
胞
の
方
が
よ
り

重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
エ
ン
ド
サ
イ

ト
ー
シ
ス
経
路
は
ゴ
ル
ジ
体
か
ら

リ
ソ
ソ
ー
ム
へ
と
向
か
う
輸
送
経

路
を
一
部
利
用
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す

（
図
２
）。
こ
の
モ
デ

ル
は

「
エ
ン
ド
ソ
ー
ム
は
エ
ン
ド

サ
イ
ト
ー
シ
ス
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
小
胞
か
ら
作
ら
れ
る
」
と
い
っ

た
従
来
の
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ

た
様
々
な
問
題
を
解
く
重
要
な
鍵

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

図１ ： 細胞におけるエンドサイトーシスの役割

図 2 ： ゴルジ体によるエンドソーム形成の制御
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東
京
工
科
大
学
応
用
生
物
学
部

の
佐
藤
拓
己
教
授
ら
の
研
究
チ
ー

ム
は
、
血
中
の
低
濃
度
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ

（
以
下
、
Ｖ
Ｃ
）
に
よ
る
、
が

ん
細
胞
の
除
去
に
関
す
る
新
た
な

知
見
を
発
見
し
ま
し
た
。
本
研

究
成
果
は
、
米
国
の
薬
理
学
専

門

誌

「Re
a
c
tiv

e
 O

x
y
g
e

n
 

S
p

e
c
ie

s
(

Ｒ
Ｏ
Ｓ)

」
オ
ン
ラ
イ

ン
版
に
２
０
１
９
年
１２
月
５
日
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た

（注
１
）。

ビタミンＣと過酸化水素ががん細胞を

除去 低濃度ビタミンＣの新たな機能

を発見

プレスリリース

＜用語解説＞

（注１） 論文名 「Physiological concentrations of ascorbic acid potentiate cell death 

by hydrogen peroxide and nitric oxide of non-attached cancer cell lines for the 

possible clearance of cancer cells from the microcirculation」 研究チーム ： 村山嘉美、

柏櫓涼子、酒井美咲、佐々木伊吹、吉田夕樹、比留間廉、金井宙也 （いずれも応用生物学部４年生）

（注２） 食品としてＶＣを摂取した場合、 腸管を介した吸収は数グラムが限界ですが、 「高濃度ビタミン

Ｃ点滴」 では、 数十グラム以上の還元型のＶＣを血液に直接投入することができる

（注３） 特に細胞のエネルギー代謝に関与する大きさ約１ミクロンの細胞内小器官。 ２０億年前に細胞

内に共生を始めたことが起源とされ、 細胞の誕生 ・ 成長 ・ 老化 ・ 死に決定的な役割をもつ。

（注４） 点滴用のＨ２O ２をブドウ糖液に混注し、 プロトコールに従って末梢静脈から点滴投与する治

療法

（注５） 血管の内腔側にある一層の細胞群。 血管の生理機能に重要な役割を持ち、 がん細胞の接着

刺激によって Ｈ２O ２や NO を放出する

Ｖ
Ｃ
は
、
特
に
高
濃
度
で
が
ん

細
胞
に
強
い
毒
性
が
あ
る
こ
と
が

多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
十

グ
ラ
ム
以
上
の
還
元
型
Ｖ
Ｃ
を
血

本
研
究
は
、
生
理
的
な
濃
度
の

Ｖ
Ｃ
に
お
け
る
が
ん
細
胞
に
対
す

る
毒
性
作
用
の
有
無
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

血
中
に
お
け
る
生
理
的
濃
度
の

Ｖ
Ｃ
が
、
が
ん
細
胞
と
の
接
着
に

よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
た
血
管
内
皮

（
注
４
）
か
ら
放
出
さ
れ
た
過
酸

化
水
素

（
Ｈ
２
Ｏ
２
）
ま
た
は
一

酸
化
窒
素

（
Ｎ
Ｏ
）
と
の
共
同
で

Ｈ
２
Ｏ
２
ま
た
は
Ｎ
Ｏ
は
、
特

に
が
ん
細
胞
に
対
し
て
強
い
毒
性

効
果
が
あ
り
ま
す
。
研
究
チ
ー
ム

は
、
検
証
実
験
を
通
じ
て
、
生
理

的
な
濃
度
の
Ｖ
Ｃ
が
Ｈ
２
Ｏ
２
ま

た
は
Ｎ
Ｏ
に
よ
る
細
胞
死
を
有
意

に
促
進
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た

（
図
２
）。
一
方
、
Ｖ
Ｃ
の
酸

化
型
で
は
細
胞
死
の
促
進
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た

（
図
３
）。
蛍

光
色
素
な
ど
で
細
胞
内
の
活
性
酸

素
種
や
活
性
窒
素
種
を
定
量
す
る

と
、
Ｖ
Ｃ
は
こ
れ
ら
の
ラ
ジ
カ
ル

の
レ
ベ
ル
を
有
意
に
低
下
さ
せ
ま

し
た

（
図
４
）。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

１
）
Ｖ
Ｃ
は
酸
化
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
細
胞
死
を
促
進
す
る
こ
と 

２
）

Ｖ
Ｃ
の
還
元
力
が
細
胞
死
の
促
進

に
関
与
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

が
ん
細
胞
は
、
血
管
内
皮
に

強
く
接
着
し
て
血
管
外
に
移
動

す
る
こ
と
で
転
移
巣
を
形
成
し
ま

す
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
が
ん

細
胞
が
血
管
内
皮
細
胞
を
活
性
化

し
、
Ｈ
２
Ｏ
２
や
Ｎ
Ｏ
を
産
生
す

る
種
々
の
酵
素
群
を
誘
導
す
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す

（
図
５
）。

Ｈ
２
Ｏ
２
や
Ｎ
Ｏ
は
単
独
で
も
ガ

ン
細
胞
に
対
し
て
通
常
細
胞
よ
り

も
強
い
毒
性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
究
に
よ

り
、
血
中
に
存
在
す
る
生
理
的
濃

度

（
７０
μ
M
程
度
）
の
Ｖ
Ｃ
は
、

が
ん
細
胞
に
対
し
て
毒
性
を
示

す
Ｈ
２
Ｏ
２
や
Ｎ
Ｏ
の
ラ
ジ
カ
ル

産
生
を
抑
制
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
Ｈ
２
Ｏ
２
や
Ｎ
Ｏ
単
独
の
場

合
よ
り
も
強
く
が
ん
細
胞
を
死
滅

さ
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
生
理
的
な

濃
度
の
Ｖ
Ｃ
は
、
Ｈ
２
Ｏ
２
や
Ｎ

Ｏ
と
共
存
す
る
と
、
効
率
的
に
が

ん
細
胞
を
除
去
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

研
究
の
背
景

研
究
の
目
的

研
究
の
成
果

社
会
的
・学
術
的
な
ポ
イ
ン
ト

液
に
直
接
投
入
で
き
る

「
高
濃
度

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
点
滴
」
（
注
２
）
や

「過
酸
化
水
素
点
滴
」
（注
３
）
は
、

外
科
手
術
や
放
射
線
療
法
、
化

学
療
法
な
ど
の
補
助
と
し
て
用
い

ら
れ
て
お
り
、
が
ん
転
移
を
抑
制

す
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
血
中
に
お
け
る
Ｖ
Ｃ

の
生
理
的
な
濃
度
は
７０
μ
Ｍ

（
マ

イ
ク
ロ
モ
ル
）
付
近
に
制
御
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
低
濃
度
の

Ｖ
Ｃ
が
、
が
ん
細
胞
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
作
用
を
有
す
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん

（図
１
）。

が
ん
細
胞
を
除
去
し
て
い
る
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
細

胞
レ
ベ
ル
で
の
検
証
を
行
い
ま
し

た
。

図１ ： 研究の出発点

図 2 ： 生理的濃度の VC は細胞死を促進

図 3 ： 酸化型 VC は細胞死を促進しない

図 4 ： 生理的濃度の VC はラジカル産生を抑制

JCC2019 大会の様子

図 5：VC とＨ 2O ２/NO ががん細胞を除去する機序 （考察）

e スポーツサークルが日本代表として

2 年連続世界大会に出場

プレスリリース

世
界
的
な
人
気
を
誇
る
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム

「リ
ー
グ
・
オ
ブ
・

レ
ジ
ェ
ン
ド
」
の
学
生
向
け
公
式

大
会
Ｊ
Ｃ
Ｃ
２
０
１
９
の
決
勝
戦

が
10
月
５
日
に
開
催
さ
れ
、
本

学
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル

「
Ａ
２

Ｚ
」(

顧
問
：
三
上
浩
司
メ
デ
ィ
ア

学
部
教
授)

が
無
制
限
ク
ラ
ス
で

優
勝
し
、
日
本
代
表
と
し
て
学
生

世
界
大
会

「
Ｌ
ｏ
Ｌ
国
際
学
生
大

会
」
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
学
生
世
界
大
会
は
中
国
の

三
亜
市
で
12
月
に
開
催
さ
れ
、
各

国
の
代
表
相
手
に
善
戦
い
た
し
ま

し
た
。
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応用生物学部

今
年
度
も
本
学
で
八
王
子

「
宇

宙
の
学
校
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「宇
宙
の
学
校
」
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

（宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
の
協

力
の
下
、
日
常
で
起
き
て
い
る
科

学
現
象
を
簡
単
な
工
作
を
通
じ
て

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
小
学

校
低
学
年
の
子
供
た
ち
の
探
究
心

を
育
成
す
る
科
学
教
室
で
す
。
本

学
部
で
は
、
八
王
子
地
区
の
子
供

八
王
子
市
は
21
の
大
学
・
短
期

大
学
・
高
専
が
あ
り
、
約
10
万

人
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
と
い
う

全
国
で
も
有
数
の
学
園
都
市
で
あ

る
こ
と
か
ら
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
八
王
子
を
形
成
し
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
よ
り
学
校
間
交
流
を
推

進
し
て
お
り
、
12
月
７
日
、
８
日

に
八
王
子
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

学
生
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
発
表
内
容
は
、
卒
業
研
究
に

準
じ
た
も
の
が
多
い
で
す
が
、
ほ

ぼ
す
べ
て
、
最
終
学
年
で
の
発
表

で
す
。
そ
ん
な
中
、
本
学
部
か
ら

２
０
１
９
年
に
創
立
さ
れ
た
農
学

系
サ
ー
ク
ル
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
２
年
生

２
名
が
、
ポ
ス
タ
ー
、
口
頭
発
表

で
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
は
、
環
境
な
ど
に
興
味
あ

る
学
生
を
集
め
て
畑
作
業
や
、
市

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
な
ど
を

し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、
絶

滅
危
惧
種
で
あ
る
ニ
ホ
ン
ム
ラ
サ

応
用
生
物
学
部
で
は
、
後
期
フ

レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
・
ゼ
ミ
II
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（Pro
je

c
t-B

a
s
e
d
 L

e
a
rn

in
g

）

を
実
施
し
て
学
修
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
は
、
「課
題
解

決
型
学
習
」
と
訳
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
あ
る
テ
ー
マ

（
解
決
方
法

が
知
ら
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ
を
設
定

す
る
こ
と
が
多
い
）
を
決
め
て
、４
、

５
名
で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で

議
論
し
な
が
ら
解
決
方
法
を
探
り
、

提
案
す
る
も
の
で
す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通

し
て
、
最
終
的
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、論
理
的
な
思
考
能
力
、

分
析
・
評
価
能
力
、
問
題
解
決
力

の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
各
グ
ル
ー
プ
で
全
体
課

題
に
合
致
し
た
具
体
的
な
テ
ー
マ

名
を
提
案
し
ま
す
。
今
年
度
の
全

体
課
題
は
、
「生
命
科
学
や
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
で

し
た
。
具
体
的
な
テ
ー
マ
名
が
決

ま
っ
た
あ
と
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で

調
査
、
解
析
を
進
め
ま
す
。
途
中

で
実
施
さ
れ
る
方
針
発
表
会
で
は
、

調
査
内
容
を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め

て
、
10
分
間
の
口
頭
発
表
を
行
い
、

調
査
、
解
析
の
方
向
性
を
確
認
し

ま
す
。
さ
ら
に
教
員
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
参
考
に
し
て
、
最
終
的
な

ポ
ス
タ
ー
発
表
会
へ
と
臨
み
ま
す
。

12
月
18
日
に
実
施
さ
れ
た
最
終
発

表
会
で
は
、
調
査
、
解
析
内
容
を

Ａ
１
サ
イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め

学部・学環・研究科便り

た
ち
の
能
力
育
成
と
い
う
地
域
貢

献
と
、
さ
ら
に
は
学
生
自
身
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
目
的
と
し
て
本
イ
ベ
ン
ト
に
携

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
学
生
は
１
年

生
が
主
に
参
加
し
、
一
部
の
２
年

生
は
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い

う
授
業
の
一
環
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
Ｓ
Ａ
（ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
し

て
３
年
生
、
４
年
生
も
一
部
参
加

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
宇
宙
の
学
校
は
、
第

１
回
目
に
開
校
式
と

「
熱
気
球
を

打
ち
上
げ
よ
う
」、
第
２
回
目
に

「
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作
ろ
う
」、

第
３
回
目
に

「
大
気
圧
を
体
験
し

よ
う
」
と

「
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
ロ

ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ
う
」、
第
４
回

目
に

「
鏡
の
世
界
・
万
華
鏡
を
作

ろ
う
」
と
閉
校
式
と
い
う
内
容
で

し
た
。
ま
た
、
第
４
回
目
に
は
参

加
し
て
い
る
子
供
た
ち
の
自
由
研

究
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
も
あ
り
ま
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、
小
学

校
低
学
年
の
参
加
者
が
夏
休
み
に

行
っ
た
自
由
研
究
の
発
表
を
一
生

懸
命
行
っ
て
い
る
姿
に
心
を
打
た

れ
た
学
生
も
い
た
よ
う
で
す
。

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
１
年
生
は

会
場
設
営
あ
る
い
は
参
加
者
の
受

付
や
誘
導
を
担
う
役
割
と
工
作

指
導
役
の
２
つ
の
班
に
分
か
れ
ま

す
。
会
場
設
営
あ
る
い
は
参
加
者

の
受
付
や
誘
導
を
行
う
班
の
学
生

は
、
い
か
に
効
率
よ
く
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
参
加
者
に
接
す
れ

ば
、
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
か
を

考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
一
方
、
工
作
指
導
班
は
、
普

段
の
大
学
生
活
で
は
授
業
を
受
け

キ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
応
募
か
ら
２
か
月
ほ
ど
か
け

て
準
備
し
た
結
果
、
な
ん
と
、
２

年
の
青
木
乃
々
伽
さ
ん
、
高
坂
呼

幸
さ
ん
が
優
秀
賞
の
栄
冠
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
卒
論
前

の
３
年
生
の
村
上
侑
弥
さ
ん
も
同

級
生
に
先
駆
け
て
実
験
し
、
準
優

秀
賞
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
！
彼
ら

に
共
通
す
る
の
は
、
「や
っ
て
み
た

い
！
」
と
い
う
積
極
性
と
、
「や
っ

て
や
る
！
」
と
い
う
自
主
的
な
学

修
態
度
で
は
な
い
か
、
と
感
じ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

bs_tuttwitter
BLOG http://blog.bs.teu.ac.jp/

School of Bioscience and Biotechnology

Check!

て
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
で
興
味
深
い
発
表
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

「タ
ピ
オ
カ
が
映
え
る
透
明
な

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
代
替
品
」

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代
替
材
料
を

見
た
目
や
持
ち
運
び
や
す
さ
な
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
評
価
し
た
。

「ア
レ
ル
ギ
ー
の
革
新
的
治
療
法
」

寄
生
虫
感
染
を
ヒ
ン
ト
に
、
腸

内
細
菌
が
産
生
す
る
短
鎖
脂
肪
酸

を
増
加
さ
せ
れ
ば
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を

改
善
で
き
る
。

「ハ
エ
で
世
界
を
救
お
う
」

温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
や
水
質

汚
染
の
原
因
と
な
る
畜
産
糞
尿
の

新
た
な
処
理
法
と
し
て
、
イ
エ
バ
エ

の
幼
虫
が
分
泌
す
る
消
化
酵
素
を

活
用
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
応
用
生
物
学

部
で
は
通
常
の
講
義
形
式
と
は
異

な
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
活
動
を
通
し
て
、
学

生
の
自
主
性
、
積
極
性
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

る
立
場
で
す
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
普
段
の
立
場
と
は
逆
で
、
参

加
者
の
親
子
に
対
し
て
工
作
を
指

導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
生

は
、
午
前
中
に
当
日
行
う
工
作
の

指
導
を
す
る
た
め
の
研
修
を
受
け

る
も
の
の
、
他
人
に
何
か
を
正
確

に
伝
え
る
難
し
さ
を
、
身
を
も
っ

て
体
験
し
ま
し
た
。

第
４
回

「宇
宙
の
学
校
」
を
開
催

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子

学
生
発
表
会
で
受
賞

１
年
生
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
・
ゼ
ミ

Ⅱ
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
活
動
に
つ
い
て

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ

と
し
て
参
加
し
た
２
年
生
は
、
第

１
回
目
は
何
を
し
て
よ
い
の
か
悩

み
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

し
か
し
、
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、

自
分
が
ど
の
よ
う
に
動
け
ば
よ
い

の
か
理
解
し
て
い
き
、
第
３
回
目

の

「
大
気
圧
を
体
験
し
よ
う
」
で

は
、
通
常
は
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ

（
宇
宙
の

学
校
の
共
催
者
）
の
講
師
の
方
々

が
各
回
の
全
体
講
義
を
行
う
と
こ

ろ
を
、
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
の
講
師
の
方
々

に
代
わ
っ
て
全
体
講
義
も
行
い
、

イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
３
年
生
お

よ
び
４
年
生
の
Ｓ
Ａ
は
こ
れ
ま
で

の
２
年
間
あ
る
い
は
３
年
間
の
経

験
を
活
か
し
、
教
員
と
共
に
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
補
助
を
積
極
的
に
行

い
、
円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
し
た
。
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コンピュータサイエンス学部

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
で
は
、
２
０
２
０
年
度
入
学
生

か
ら
、
先
進
情
報
専
攻
と
人
工
知

能
専
攻
と
い
う
二
つ
の
専
攻
で
学

生
を
募
集
し
、
専
門
分
野
の
教
育
・

研
究
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。
こ

れ
に
先
立
っ
て
、
２
０
１
９
年
度

に
は
、
専
攻
制
の
準
備
段
階
と
し

て
、
人
工
知
能
コ
ー
ス
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

大
幅
な
改
定
を
始
め
ま
し
た
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
入
学
時
か
ら
、
学

年
進
行
に
伴
っ
て
更
新
し
て
い

く
た
め
、
２
０
２
０
年
度
に
は

２
０
１
９
年
度
入
学
の
２
年
生
の

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
動
き
始
め
ま

す
。新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、

①
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
教
育

を
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
で
行
う
。
②
１
年

生
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
で
の
価
値
創

造
を
教
育
す
る
。
③
国
際
標
準
に

準
拠
し
た
コ
ア
講
義
科
目
を
導
入

す
る
。
④
専
門
分
野
に
特
化
し
た

演
習
・
実
験
科
目
・
卒
業
研
究
を

導
入
す
る
、
な
ど
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
を
簡
単
に
ご
説
明
し
ま
す
。

①
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
は
、
人
工
知

能
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で

は
必
須
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
学
び
や
す
い
言
語
で
も
あ
り

ま
す
。
日
本
で
は
あ
ま
り
例
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
米
国
の
大
学
で

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
導
入
教

育
に
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
を
使
う
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
ま
す
。
１
年
次
に
徹

底
し
て
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

で
、
２
年
生
以
降
の
学
び
に
活
か

し
て
も
ら
い
ま
す
。

②
価
値
創
造
の
意
識
を
高
め
る

た
め
１
年
次
に
価
値
創
造
演
習
を

お
き
ま
し
た
。
顧
客
や
社
会
に
役

立
つ
た
め
に
は
、
技
術
の
卓
越
性

だ
け
で
は
な
く
、
価
値
を
作
り
出

す
と
い
う
視
点
で
の
モ
ノ
づ
く
り

が
必
要
で
す
。
こ
の
科
目
で
演
習

を
通
じ
て
価
値
創
造
に
気
づ
い
て

も
ら
う
だ
け
で
は
な
く
、
２
、
３

年
生
で
取
り
組
む
演
習
や
実
験
の

中
に
は
、
企
業
と
の
協
力
に
よ
っ

て
、
実
践
的
な
モ
ノ
づ
く
り
に
取

り
組
む
も
の
が
あ
り
ま
す
。

③
12
の
コ
ア
講
義
科
目
は
、
Ａ

Ｃ
Ｍ
と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連

の
世
界
的
な
学
会
が
ま
と
め
た
標

準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
参
考
に
し
て

構
成
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
連

す
る
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
基

本
と
な
る
普
遍
的
な
内
容
を
扱
い

ま
す
。
12
科
目
す
べ
て
重
要
な
内

容
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
う

ち
10
科
目
合
格
す
る
こ
と
を
卒
業

要
件
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
４
月
か
ら
は
、
２
０
１
９
年
度

に
入
学
し
た
学
生
向
け
に
、
12
の

コ
ア
講
義
科
目
が
一
斉
に
開
講
し

ま
す
。

④
主
に
３
年
生
が
学
ぶ
実
験
科

目
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ー
ス
と
無
関

係
に
共
通
の
内
容
か
ら
選
択
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
コ
ー
ス
・
専
攻

独
自
の
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
内
容

に
切
り
替
え
ま
す
。
２
０
１
９
年

度
入
学
の
学
生
は
、
選
択
し
て
履

修
し
た
科
目
群
に
よ
っ
て
、
コ
ー

ス
を
認
定
し
ま
す
。
２
０
２
０
年

度
に
入
学
す
る
学
生
は
、
入
学
し

た
専
攻
に
設
置
し
た
実
験
・
演
習

科
目
を
履
修
し
ま
す
。
専
攻
制
に

お
い
て
は
、
少
人
数
科
目(
フ
レ
ッ

シ
ャ
ー
ズ
ゼ
ミ
Ｉ
・
Ⅱ
、
創
成
課

題
、
卒
業
課
題
Ｉ
・
Ⅱ)

の
す

べ
て
で
専
攻
の
教
員
が
担
当
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
専
攻
の
専

門
分
野
を
重
点
的
に
学
修
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
一
つ
の
分
野

に
つ
い
て
、
学
修
・
研
究
を
深
め

て
い
く
こ
と
で
、
大
学
院
で
研
究

を
継
続
し
た
い
学
生
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
、
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
ま
で
に
入
学
し
た

学
生
は
、
入
学
時
点
で
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
卒
業
ま
で
学
修
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
並
行
し
て
、
そ
れ
ま
で
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
開
講
す
る
こ
と

で
、
在
学
し
て
い
る
学
生
の
教

育
に
も
注
力
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
専
攻
制
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
、
教
員
の
増
強
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
新
し
い
教
員
が
新
し
い
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し
、
卒
業
論

文
の
学
生
指
導(

創
成
課
題
、
卒

業
課
題
Ｉ
・
Ⅱ)

を
担
当
す
る
な

ど
、
す
で
に
在
学
し
て
い
る
学
生

に
と
っ
て
も
充
実
し
た
教
育
の
提

供
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
部
が
八
王
子
地
域
の

初
等
・
中
等
教
育
に
か
か
わ
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

一
つ
目
は
八
王
子
市
立
の
小
学

校
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

の
支
援
依
頼
が
あ
り
、
本
学
部
の

在
学
生
が
小
学
校
で
の
教
育
現
場

で
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度
か
ら
は
、

小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

同
様
の
依
頼
は
２
０
２
０
年
度

以
降
も
続
い
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
支
援
活
動
は
、
地
域
へ
の
貢

献
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
に
と
っ

て
も
新
た
な
経
験
の
機
会
を
通
じ

て
、
人
間
的
成
長
が
期
待
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

School of Computer Science

tut_cstwitter
BLOG http://blog.cs.teu.ac.jp/

Check!

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
準
備
状
況
に

つ
い
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

の
地
域
連
携

二
つ
目
は
八
王
子
市
教
育
委
員

会
か
ら
、
中
学
生
理
科
教
室
と
い

う
一
連
の
講
習
会
の
お
話
を
い
た

だ
き
、
そ
の
一
環
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
で
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門
を
実
施
し
ま
し

た
。
時
間
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、

手
軽
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験

し
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

m
ic

ro
:b

it

と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
走
行
す
る

簡
単
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
意
し
ま
し

た
。m

ic
ro

:b
it

は
、
英
国
で
初

等
教
育
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

た
め
に
開
発
さ
れ
、
対
象
学
年
の

小
学
生
全
員
に
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

方
法
の
基
本
か
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

走
行
の
た
め
の
ひ
な
形
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
改
造
す
る
な
ど
、
ど
う
す
れ

ば
考
え
て
い
る
こ
と
が
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
で
き
る
の
か
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
多
少
難

し
い
な
が
ら
も
興
味
が
も
て
、
満

足
で
き
る
内
容
と
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
開

催
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

八王子市中学生理科教室プログラミング入門での学習風景 ( 八王子市教育委員会提供 )
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メ
デ
ィ
ア
学
部
で
は
教
員
だ
け

で
は
な
く
、
大
学
院
生
、
学
部
４

年
生
、
さ
ら
に
は

「
先
端
メ
デ
ィ

ア
学
、
先
端
メ
デ
ィ
ア
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
を
受
講
し
て
い
る
１
年
生
～

３
年
生
ま
で
、
学
術
的
な
対
外
発

表
を
強
く
推
奨
し
て
い
ま
す
。
実

際
、
大
学
院
生
を
は
じ
め
と
し
て
、

学
部
生
の
学
会
発
表
件
数
や
受
賞

も
増
え
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
今
回
は
そ
の
受
賞
例
を
い
く

つ
か
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
11
月
に
三
上
研
究

室
の
遠
藤
雅
伸
さ
ん

（
博
士
課
程

３
年
）
の
論
文

「
フ
ロ
ー
ゾ
ー
ン

を
超
え
た
動
的
難
易
度
調
整
～
イ

リ
ン
ク
ス
を
楽
し
むD

y
n
a
m

ic
 

P
re

s
s
u

re
 C

y
c
le

 C
o

n
tro

l
手
法
」
が
芸
術
科
学
会
論
文
誌
第

17
回
論
文
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
論
文
で
は
、
ゲ
ー
ム
に
お

け
る
難
易
度
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
合
っ

た
フ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
の
範
囲
に
設
定

さ
れ
て
い
れ
ば
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
上
達
す
る
と
考
え
、

難
易
度
が
適
正
な
範
囲
を
超
え
て

も
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
楽
し
い
と
感
じ
る

動
的
緊
張
感
周
期
制
御
（DP

C
C

：

D
y
n

a
m

ic
 P

re
s
s
u

re
 C

y
c
le

 

C
o
n
tro

l

）
と
い
う
新
し
い
ゲ
ー

ム
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
案
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
周
期
的
に
難
易

度
を
極
端
に
変
更
し
、
フ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
を
超
え
て
難
易
度
を
乱
高
下
さ

せ
る
手
法
を
動
的
難
易
度
調
整
と

組
み
合
わ
せ
て

「
テ
ト
リ
ス
」
に

実
装
し
、
プ
レ
イ
テ
ス
ト
に
よ
っ
て

検
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
結

果
は
、
提
案
手
法
が
新
た
な
面
白

さ
の
要
素
を
ゲ
ー
ム
に
加
え
た
こ

と
を
示
唆
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

八
王
子
に
加
盟
す
る
大
学
・
短
大
・

高
専
で
学
ぶ
学
生
が
一
堂
に
会
し
、

自
ら
の
学
び
の
成
果

（研
究
成
果
）

を
論
理
的
に
説
明
し
、
相
手
に
理

解
さ
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
育
む
こ
と
で
、
日
頃
の
学
び

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子
学
生
発

表
会
に
て
、
千
種
研
究
室
４
年
生

の
岡
本
侑
大
さ
ん
の
口
頭
発
表
「Ｂ

Ｐ
Ｍ
ラ
ン
ニ
ン
グ
法
に
基
づ
く
新
し

い
初
心
者
向
け
健
康
ア
プ
リ
の
開

発
」
が

「
健
康
福
祉
・
看
護
・
人

間
文
化
・
社
会
・
デ
ザ
イ
ン
」
セ
ッ

シ
ョ
ン

（
口
頭
発
表
）
に
て
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究

で
は
、
新
し
い
最
適
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
導

出
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
提
案
し
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
ア
プ
リ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン

グ
を
提
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
菊
池
研
究
室
４
年
生

メディア学部
tut_mediatwitter

BLOG http://blog.media.teu.ac.jp/

School of Media Science

Check!

の
馬
場
瑞
月
さ
ん
は
、
「Ne

o
 

C
u
b

is
m

と
画
面
再
構
築
を
用

い
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト

の
生
成
」
と
い
う
研
究
で
、
展
示

発
表
部
門
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
研
究
で
は
、
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
と
現
実
に
あ

る
対
象
物
を
絵
画
と
い
う
二
次
元

の
世
界
に
再
構
築
し
て
表
現
す
る

キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
技
法
を
利
用
し
た 

N
e
o
 C

u
b

is
m

と
い
う
現
代
ア
ー

ト
に
着
目
し
、
そ
の
二
つ
の
要
素

か
ら
私
た
ち
の
生
き
る
三
次
元
空

間
の
現
実
世
界
が
二
次
元
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
に
再
構
築
さ
れ
て
ア
ー

ト
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
、
20

世
紀
初
頭
の
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
や

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ラ
ッ
ク
が
生
涯
的

に
追
及
を
す
る
こ
と
に
限
界
を
感

じ
断
念
し
た

「キ
ュ
ビ
ズ
ム
」
と
い

う
分
野
を
、
現
代
技
術
を
用
い
て

ア
ー
ト
と
し
て
の
新
し
い
可
能
性
や

当
人
た
ち
の
描
き
た
か
っ
た
本
当

の
姿
を
追
求
し
、
表
現
を
追
求
し

ま
し
た
。

そ
れ
以
外
に
も
、
菊
池
研
究
室

で
は
次
の
よ
う
に
４
件
の
発
表
が

受
賞
し
ま
し
た
。

①
口
頭
発
表

【
材
料
・
機
械
・

物
理
・
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
】
優
秀
賞

「Pro
c
e
d

u
ra

l 

A
n

im
a

t
io

n
 o

f
 M

o
m

e
n

t 

F
re

e
z
in

g

」
加
藤
有
稀

（４
年
）

②
口
頭
発
表

【
デ
ザ
イ
ン
・
美

術
・
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
】優
秀
賞
「線
香
花
火
の
ビ
ジ
ュ

ア
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
藤
田
彩

花

（４
年
）

③
口
頭
発
表
【デ
ザ
イ
ン
・美
術
・

メ
デ
ィ
ア
・
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
】

準
優
秀
賞

「竜
巻
の
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
」
唐 

國
曜

（４
年
）

④
展
示
発
表
準
優
秀
賞

「３
６
０
度
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像
配

信
に
お
け
る
機
械
学
習
を
用
い
た

非
被
写
体
へ
の
モ
ザ
イ
ク
処
理
」遠

藤
直
人
（４
年
）

今
後
も
本
学
部
で
は
、
メ
デ
ィ

ア
学
部
な
ら
で
は
の
多
様
性
を
生

か
し
た
研
究
領
域
で
、
多
く
の
学

生
た
ち
が
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
教
員
一
丸
と
な
っ
て
教
育
・

研
究
活
動
を
活
性
化
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

学部・学環・研究科便り

メ
デ
ィ
ア
学
部
の
多
様
性
を
生
か

し
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
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機械工学科

電気電子工学科

応用化学科

７
月
27
日
か
ら
２
日
間
の
日
程

で

「
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

キ
ャ
ン
プ
in
東
京
工
科
大
学
」
を

工
学
部
応
用
化
学
科
の
学
生
実
験

室
で
開
催
し
、
首
都
圏
を
中
心
に

21
の
高
校
か
ら
50
名
の
高
校
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

4
回
目
と
な
る
今
回
は
、
応

用
化
学
科
教
員
の
指
導
の
も
と
、

４
～
５
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
高
校
化
学
の
教
科
書
で
も
扱

わ
れ
て
い
る
有
機
化
合
物
の
系
統

分
離
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

最
大
の
特
徴
は
、
実
験
時
間
中

教
員
か
ら
学
生
へ
の
指
導
は
も
ち

ろ
ん
、
学
生
間
の
議
論
や
お
互
い

へ
の
指
示
も
す
べ
て
英
語
で
行
わ

れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
当
初
は

口
数
が
少
な
い
高
校
生
も
、
少
し

ず
つ
英
語
を
駆
使
し
て
積
極
的
に

議
論
し
な
が
ら
実
験
を
進
め
る
様

子
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

本
学
部
の
先
端
測
定
機
器
の
見
学

も
行
い
、
高
校
で
は
触
れ
ら
れ
な

い
研
究
現
場
の
一
端
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
１
日
目
の
夕
方

か
ら
は
、
場
所
を
大
学
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
に
移
し
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
教

養
学
環
教
授
に
よ
る
英
語
で
の
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
臨

み
ま
し
た
。
自
己
紹
介
か
ら
始
ま

り
、
科
学
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ

か
け
、
将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
、

２
０
１
７
年
に
始
ま
っ
た

「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
電
気
自

動
車
製
作
教
育
的
戦
略
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
（
Ｅ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
も
３

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
最
初
の
３

年
間
に
エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス
に
参
加

し
て
モ
ー
タ
動
力
の
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
４
年
目
と
な
る

２
０
２
０
年
度
に
自
動
車
競
技
の

最
高
峰
で
あ
る
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
に
参
加
す
る
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。
エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス
は
小

型
の
カ
ー
ト
で
走
行
距
離
を
競
う

レ
ー
ス
で
、
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

は
加
速
性
能
、
燃
費
、
耐
久
性
な

ど
の
項
目
で
自
動
車
と
し
て
の
完

お
互
い
の
意
見
を
英
語
で
披
露
し

合
い
、
一
日
英
語
漬
け
の
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
２
日
目
の
午
前

中
か
ら
は
、
前
日
に
行
っ
た
実
験

を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ポ
ス
タ
ー
に

ま
と
め
、
午
後
に
発
表
会
を
行
い

ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
日
本

語
で
も
可
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

ポ
ス
タ
ー
も
発
表
も
す
べ
て
英
語

で
と
果
敢
に
挑
戦
す
る
グ
ル
ー
プ

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
生

で
も
難
し
い
デ
ー
タ
の
解
釈
や
深

い
考
察
ま
で
で
き
て
い
る
グ
ル
ー

プ
も
あ
り
、
教
員
も
驚
く
出
来
栄

え
の
ポ
ス
タ
ー
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
実
験
や
そ
の

デ
ー
タ
の
ま
と
め
方
、
英
語
で
の

議
論
な
ど
で
優
れ
た
活
躍
を
見
せ

た
個
人
・
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
て
く
れ
た
高
校
生

の
み
な
さ
ん
が
、
さ
ら
に
科
学
に

興
味
を
持
っ
て
国
際
的
に
活
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

工学部
tut_mech

tut_ele

tut_ac

twitter

twitter

twitter

BLOG

BLOG

BLOG

http://blog.me.eng.teu.ac.jp/

http://blog.el.eng.teu.ac.jp/

http://blog.ac.eng.teu.ac.jp/

School of Engineering

Check!

サ
イ
エ
ン
ス
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
in
東
京
工
科
大
学
を
開
催

袖
ヶ
浦
レ
ー
ス
で
ミ
ツ
バ
賞
、
そ

し
て
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
用
試
作

１
号
機
完
成

成
度
を
競
い
ま
す
。
３
年
目
に
あ

た
る
２
０
１
９
年
度
は
、
８
月
24

日
に
エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス
の
１
つ
で

あ
る
袖
ヶ
浦
レ
ー
ス
に
参
加
す
る

と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
度
の
学

生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
に
向
け
、
試
作

１
号
機
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

袖
ヶ
浦
レ
ー
ス
で
は
、
東
京
工

科
大
学
を
含
め
、
社
会
人
と
学
生

の
22
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
工
科
大
学
の
Ｅ
Ｖ
カ
ー
ト

は
、
規
定
の
走
行
時
間
30
分
に
対

し
、
残
り
２
分
で
バ
ッ
テ
リ
切
れ

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

取
り
扱
い
が
難
し
い
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
バ
ッ
テ
リ
で
レ
ー
ス
に
参
加

し
た
こ
と
か
ら
、
主
催
協
力
の
株

式
会
社
ミ
ツ
バ
社
様
か
ら

「
ミ
ツ

バ
賞
」
を
授
与
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
レ
ー
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ

る
電
気
電
子
工
学
科
１
年
生
の
碇

山
龍
之
介
さ
ん
が
、
主
催
者
か
ら

賞
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス
へ
の
参
加
と

並
行
し
て
、
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

に
向
け
た
１
号
機
も
完
成
し
ま
し

た
。
１
号
機
は
８
月
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
高
校
生
へ
の
デ
モ

試
走
を
行
っ
た
後
、
４
個
の
バ
ッ

テ
リ
を
搭
載
し
、
モ
ー
タ
性
能
を

強
化
し
ま
し
た
。
時
速
20
キ
ロ
で

人
を
乗
せ
て
走
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
当
初
の
目
標
性
能
を
達
成

し
ま
し
た
。
９
月
25
日
に
は
、
工

学
部
の
学
生
に
向
け
て
、
試
作
１

号
機
の
デ
モ
走
行
・
お
披
露
目
会

を
開
催
し
、
多
く
の
学
生
が
集
ま

り
ま
し
た
。

今
後
、
２
０
２
０
年
１
月
に
学

生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
へ
の
登
録
申
請

を
行
い
、
５
月
に
は
車
体
フ
レ
ー

ム
の
製
作
を
完
了
し
、
６
月
に

モ
ー
タ
・
電
装
系
を
組
込
ん
で
２

号
機
を
完
成
さ
せ
、
９
月
の
レ
ー

ス
に
参
加
し
ま
す
。
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11
月
21
日
と
22
日
の
２
日
間
の

日
程
で
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン

学
部
客
員
教
授
の
永
島
譲
二
先
生

を
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
よ
り
お
招

き
し
て
特
別
授
業
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
こ
の
授
業
は
年
１
回
２
日

間
の
特
別
授
業
と
し
て
演
習
授
業

に
組
み
込
み
開
催
し
て
い
る
も
の

で
今
回
で
５
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

授
業
初
日
は
本
学
部
２
年
生
、

３
年
生
、
４
年
生
を
対
象
と
し
た

特
別
講
義
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は

「
あ
こ
が
れ
を
持
た
れ
る

デ
ザ
イ
ン
、
持
た
れ
な
い
デ
ザ
イ

ン
」
と
し
て
、
日
本
製
の
プ
ロ
ダ

ク
ト
が
海
外
で
ど
う
見
ら
れ
て
い

る
の
か
と
い
っ
た
お
話
か
ら
始
ま

り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
い
海

外
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
例
を
挙

げ
な
が
ら
、
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

性
の
高
い
あ
こ
が
れ
を
持
た
れ
る

デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
す
た
め
の
重

要
な
要
素
と
は
何
か
、
具
体
的
な

事
例
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
な
が

ら
の
講
義
と
な
り
ま
し
た
。
講
義

後
半
は
学
生
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
様
々
な
質
問

が
学
生
よ
り
永
島
先
生
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
て
海

外
に
飛
び
出
し
、
ど
の
よ
う
に
キ
ャ

リ
ア
を
重
ね
て
き
た
の
か
と
言
っ

た
お
話
や
、
海
外
で
仕
事
を
す
る

先
生
な
ら
で
は
の
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
Ｂ

Ｍ
Ｗ
ド
イ
ツ
本
社
の
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
で
仕
事
を
す
る
人
の
国
籍
が

と
て
も
多
岐
に
わ
た
る
中
で
、
ア

ジ
ア
近
隣
諸
国
に
比
べ
る
と
日
本

人
が
と
て
も
少
な
い
こ
と
に
対
し

て
、
日
本
の
文
化
を
大
切
に
し
つ

つ
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界

の
中
で
海
外
に
視
野
を
拡
げ
て
情

報
を
得
る
こ
と
、
体
験
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
と
お
話
し
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

特
別
講
義
が
終
了
し
て
初
日
後

半
と
２
日
目
は
演
習
室
に
場
所
を

移
し
て
、
本
学
部
工
業
デ
ザ
イ
ン

専
攻
３
年
生
の
40
名
を
対
象
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
授
業
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
テ
ー

マ
は

「
人
が
乗
る
こ
と
が
で
き
る

ド
ロ
ー
ン
」
で
し
た
。
授
業
で
は

コ
ピ
ッ
ク
マ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
実
際

に
手
を
動
か
し
て
デ
ザ
イ
ン
ス
ケ
ッ

チ
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
繰
り
返
し

お
こ
な
い
ま
し
た
。
普
段
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た
３
Ｄ
Ｃ

Ａ
Ｄ
や
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
に
慣
れ
て
い
る

学
生
で
す
が
、
今
回
は
永
島
先
生

の
素
晴
ら
し
い
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
に
刺
激
を
受
け
て
、
最
初

は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
ス
ケ
ッ
チ
も
短

時
間
で
驚
く
ほ
ど
上
達
し
て
様
々

な
ア
イ
デ
ア
の
新
し
い
ド
ロ
ー
ン
の

デ
ザ
イ
ン
を
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
で
提

案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
提
案
を
自
分
の
言
葉
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
た

学
生
に
対
し
て
、
永
島
先
生
は
一

人
一
人
に
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年
ま
で

の
テ
ー
マ
は
車
輪
の
あ
る
乗
り
物

（過
去
の
テ
ー
マ

「大
学
生
が
使
う

パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
「
イ
ン

デ
ィ
５
０
０
マ
イ
ル
レ
ー
ス
の
レ
ー

シ
ン
グ
カ
ー
」
「
ド
ラ
ッ
グ
レ
ー
ス

の
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
」
等
）
で
し

た
が
、
５
年
目
と
な
る
今
年
度
は

初
め
て
車
輪
が
な
い
乗
り
物
で
の

デ
ザ
イ
ン
テ
ー
マ
だ
っ
た
の
で
新
し

い
発
想
に
よ
る
様
々
な
提
案
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
の

発
想
は
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
は

思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
奇
抜
な
デ

ザ
イ
ン
も
多
数
あ
り
、
永
島
先
生

が
と
て
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
だ
と

お
話
し
す
る
く
ら
い
の
充
実
し
た

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

本
年
は
永
島
先
生
が
自
動
車
雑
誌

「Ｃ
Ａ
Ｒ 

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
」
に
長

年
連
載
し
て
い
た
様
々
な
種
類
の

自
動
車
を
描
い
た
水
彩
画
１
０
０

点
あ
ま
り
を
展
示
し
た

「
永
島
譲

二
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
展 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

自
動
車
人
生
活
」
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー

鴻
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
永
島
先

生
の
作
品
は
ど
れ
も
大
変
素
晴
ら

し
く
、
風
景
と
カ
ー
デ
ザ
イ
ン
の

調
和
は
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
車
に

対
す
る
愛
情
を
充
分
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
展
覧
会
と
な
り
ま
し

た
。
学
生
達
は
展
覧
会
場
の
作
品

を
鑑
賞
し
て
か
ら
の
特
別
授
業
の

受
講
と
な
っ
た
の
で
、
例
年
以
上

に
教
育
的
効
果
の
高
い
授
業
と
な

り
ま
し
た
。
普
段
と
は
違
う
授
業

ス
タ
イ
ル
の
中
で
実
践
的
な
多
く

の
学
び
を
学
生
は
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

デザイン学部
BLOG http://blog.ds.teu.ac.jp/

School of Design

Check!

５
年
目
と
な
っ
た

永
島
譲
二
客
員
教
授
の
特
別
授
業

学部・学環・研究科便り
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医
療
保
健
学
部
の
国
際
委
員

会
で
は
、
国
際
的
な
教
養
を
育

む
一
環
と
し
て
、
各
学
科
教
員
や

学
生
に
よ
る
世
界
的
な
ト
ピ
ッ
ク

ス
や
自
身
の
経
験
を
紹
介
す
る
場

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ウ
ィ
ー
ク 

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
報
告
会

を
前
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
際
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
海
外

で
活
躍
し
て
い
る
研
究
者
に
学
生

へ
講
演
を
し
て
頂
き
、
学
部
生
時

代
か
ら
国
際
的
な
情
報
を
得
る
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
学
科
横
断
的
に
学
生
や
教
員

の
参
加
が
可
能
な
も
の
で
す
。
今

年
度
は
６
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
オ
タ
ゴ
大
学
のL

e
v
a
c
k

先

生

に

「Go
a
l S

e
ttin

g
 in

 

R
e

h
a
b

ilita
tio

n

」
を
テ
ー
マ

に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
目
標
設
定
の
重
要
性
に
つ
い
て

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

医
療
分
野
に
お
け
る
目
標
設

定
の
個
別
性
や
家
族
中
心
的
な

考
え
の
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

７
月
に
は

「As
s
e
s
s
m

e
n

t o
f 

N
e

u
ro

m
u

s
c

u
lo

s
k

e
le

t
a

l 

D
is

o
rd

e
r

」
を
テ
ー
マ
に
南
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
のS

te
v
e

先

生
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
徒

手
療
法
の
歴
史
や
現
在
の
立
ち
位

置
か
ら
神
経
筋
疾
患
患
者
に
対

す
る
患
者
評
価
の
例
を
出
し
て
い

た
だ
き
、
徒
手
療
法
の
医
療
に

お
け
る
立
ち
位
置
に
関
し
て
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
29
日
か
ら

９
月
７
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
理

学
療
法
学
科
の
３
年
生
12
名
が

S
te

v
e

先
生
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
南

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
に
て
短
期

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
大

学
で
推
進
し
て
い
る

「
戦
略
的
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
、

短
期
研
修
に
参
加
し
た
12
名
は
１

年
生
か
ら
２
年
半
の
期
間
、
授
業

以
外
の
時
間
帯
で
外
部
の
外
国
人

講
師
や
本
学
教
員
に
よ
る

「
英
語

に
よ
る
講
義
」
を
特
別
授
業
と
し

看護学科

臨床工学科

理学療法学科

作業療法学科

臨床検査学科 現在準備中

医療保健学部
tut_hs_ns

tut_hs_ce

tut_hs_pt

tut_hs_ot

twitter

twitter

twitter

twitter

twitter

BLOG

BLOG

BLOG

BLOG

BLOG

http://blog.ns.hs.teu.ac.jp/

http://blog.ce.hs.teu.ac.jp/

http://blog.pt.hs.teu.ac.jp/

http://blog.ot.hs.teu.ac.jp/

School of health Science

Check!

て
年
に
30
回
継
続
的
に
受
講
し
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
受
け
る
な
ど
英
語

力
を
鍛
え
て
き
ま
し
た
。

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
で
の

研
修
で
は
、
午
前
中
は
座
学
の
講

義
や
実
技
の
講
義
を
受
け
、
午
後

は
実
際
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て
治
療

場
面
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
滞

在
期
間
中
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
世
話
に

な
り
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

国
際
セ
ミ
ナ
ー
以
外
に
も
作
業

療
法
学
科
で
は
、
海
外
の
方
々

に
よ
る
授
業
や
授
業
外
に
も
様
々

な
交
流
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
７

月
１
日
に
は
韓
国
の
作
業
療
法

士 

ジ
さ
ん
が
、
本
学
３
年
生
向

け
の
講
義
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ジ
さ
ん
は
韓
国
で
は
珍
し
く

個
人
で
開
業
し
て
お
子
さ
ん
の
療

育
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際

の
作
業
療
法
実
践
の
紹
介
だ
け
で

は
な
く
、
ご
自
身
の
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
通
し
て
専
門
職
と
し
て
ど

う
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
く
の
か

と
い
う
話
に
多
く
の
学
生
が
引
き

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
８
月
７
日

に
は
台
湾
の
成
功
大
学
か
ら
教
員

と
学
生
３
名
が
訪
問
し
て
く
だ
さ

り
、
本
学
学
生
と
交
流
会
を
開
き

ま
し
た
。
成
功
大
学
の
１
～
２
年

生
が
台
湾
の
介
護
保
険
制
度
を
日

本
語
で
プ
レ
ゼ
ン
し
て
く
れ
ま
し

た
。
英
語
も
話
す
こ
と
が
で
き
る

成
功
大
学
の
学
生
達
と
交
流
し
、

参
加
し
た
学
生
は
大
き
な
刺
激
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

医
療
保
健
学
部
の
授
業
で
は
、

外
部
講
師
に
よ
る
授
業
を
実
施

し
て
お
り
、
作
業
療
法
学
科
で

は
、
そ
れ
ら
の
授
業
を
随
時
、
臨

床
実
習
施
設
の
現
場
の
作
業
療
法

士
が
聴
講
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
多
い
時
で
は
40
名
以
上
の

現
職
作
業
療
法
士
の
方
々
が
本
学

学
生
と
共
に
講
義
を
受
講
し
て
い

ま
す
。
作
業
療
法
士
と
学
生
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
臨

床
実
習
へ
の
導
入
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
外
部
講

師
に
よ
る
授
業
の
情
報
は
、
随
時
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
し
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

医
療
保
健
学
部
で
は
、
今
後
の

学
部
間
の
共
同
研
究
や
学
生
教
育

の
関
係
性
を
、
引
き
続
き
密
に
お

こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
的
な
情
報
を
得
る
た
め
の

機
会
提
供
に
つ
い
て
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毎
年
夏
に
実
施
し
て
い
る
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
研
修
は
今
年
度
で
７
回

目
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
、
語
学

研
修
ほ
ど
本
格
的
で
は
な
く
、
海

外
初
心
者
向
け
に
企
画
さ
れ
た

研
修
で
し
た
が
、
高
校
の
修
学
旅

行
等
で
海
外
を
経
験
す
る
学
生
も

増
え
て
き
た
た
め
、
初
め
て
の
海

外
と
い
う
よ
り
、
初
め
て
ア
メ
リ

カ
に
行
く
学
生
が
参
加
す
る
研
修

に
趣
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
パ
ー
ク
が
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
の
１
つ
な
の
で
、
本
場
の
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
き
た
い
と
い

う
学
生
も
多
く
参
加
す
る
研
修
で

す
。期

間
は
５
泊
７
日
で
添
乗
員
と

教
員
１
名
が
同
行
し
ま
す
。
今
年

は
八
王
子
・
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
生
31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
前
に
は
事
前
授
業
を
２
回
実
施

し
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
、
ま
た
訪
れ
る
場
所
な
ど
に
つ

い
て
し
っ
か
り
学
修
し
て
か
ら
現

地
に
向
か
い
ま
す
。

出
発
当
日
、
機
体
の
到
着
遅
れ

の
た
め
出
発
が
３
時
間
遅
れ
と
い

う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た

が
、
航
空
会
社
提
供
の
軽
食
を
楽

し
む
な
ど
、
思
い
思
い
に
空
港
ラ

イ
フ
を
満
喫
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
に
無
事
到
着
後

は
、
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
経
由
で
そ
の

ま
ま
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

の
あ
る
ア
ナ
ハ
イ
ム
に
入
り
ま
し

た
。
例
年
、
研
修
の
後
半
に
実

施
し
て
い
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

研
修
を
今
年
度
は
２
日
目
に
実
施

す
る
た
め
で
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
は

Y
E

S
(Y

o
u

th
 E

d
u

c
a
tio

n
a
l 

S
e

rie
s
)

と
い
う
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
回
も

昨
年
度
同
様
、D

e
s
ig

n
in

g
 a

 

D
is

n
e

y
 S

to
ry

と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
、
初
期
の
頃
か
ら

今
日
に
至
る
ま
で
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
、
歴
史

な
ど
に
つ
い
て
現
地
ス
タ
ッ
フ
か

ら
話
を
聞
き
つ
つ
、
自
分
た
ち
も

絵
を
か
い
た
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を

考
え
た
り
、
普
段
で
は
ま
ず
経
験

で
き
な
い
活
動
が
で
き
、
学
生
た

ち
は
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
せ
た
よ
う
で
す
。

翌
日
は
終
日
自
由
行
動
と
い
う

こ
と
で
、
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ

ニ
オ
ン
ツ
ア
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
タ
ジ
オ
ツ
ア
ー
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
市
内
観
光
ツ
ア
ー
、
そ
し
て
前

日
に
引
き
続
き
２
日
連
続
で
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
を
楽
し
み

た
い
人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
学

生
は
疲
れ
も
見
せ
ず
、
存
分
に
自

由
行
動
を
楽
し
み
、
ア
メ
リ
カ
で

の
貴
重
な
経
験
を
重
ね
て
い
ま
し

た
。４

日
目
は
ア
ナ
ハ
イ
ム
に
別
れ

を
告
げ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
内
に

戻
り
ま
す
。
毎
年
訪
れ
て
い
る

ゲ
ッ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
石
油

王
ポ
ー
ル
・
ゲ
ッ
テ
ィ
が
集
め
た

素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
を
無
料

で
鑑
賞
で
き
る
美
術
館
）
を
訪
れ
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
昼
食
休
憩
、
午
後

は
全
米
日
系
人
博
物
館
。
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
な

く
、
悲
し
く
つ
ら
い
歴
史
を
乗
り

越
え
て
き
た
日
系
人
の
苦
労
を
学

ぶ
機
会
も
持
て
ま
し
た
。

５
日
目
の
最
終
日
は
、
初
め
て

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
が

夏
休
み
中
だ
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ

カ
の
大
学
生
が
行
き
交
う
賑
や
か

な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
非
常
に
美

し
く
、
ま
た
学
生
が
勉
学
に
励
め

る
よ
う
に
心
配
り
さ
れ
た
学
内
に

感
動
し
き
り
で
し
た
。
午
後
は
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
自
然
史
博
物
館
で
恐

竜
を
見
学
し
た
り
、
南
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
近
く
に
宿
泊
し
て
い

た
の
で
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
と
は
違
う
学

内
を
見
学
し
た
り
し
て
思
い
思
い

に
過
ご
し
、
５
泊
７
日
の
研
修
旅

行
は
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

短
い
滞
在
だ
っ
た
の
で
、
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
き
た

か
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
が
、
リ
ア
ル
な
ア
メ
リ
カ

を
体
験
し
、
日
本
と
の
違
い
を
実

感
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
を
ほ
ん
の
少
し
で
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、

国
の
枠
を
超
え
て
地
球
規
模
で
物

を
考
え
、
行
動
を
起
こ
せ
る
社
会

人
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
、

海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
者
と
し
て

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

教養学環
BLOG http://blog.la.teu.ac.jp/

Liberal Arts

Check!

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
海
外
研
修
報
告

学部・学環・研究科便り

２
０
２
０
年
度
よ
り
、
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
教
養
教
育

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。
サ
ー

ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、
地
域
社
会

の
実
情
や
社
会
課
題
に
つ
い
て

の
講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
、

実
際
の
地
域
で
の
活
動
の
体
験
が

セ
ッ
ト
と
な
っ
た
授
業
で
す
。
サ
ー

ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
社
会
性

や
市
民
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
、

学
生
の
専
門
性
を
実
社
会
で
活
か

す
た
め
に
応
用
力
や
思
考
力
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー

ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
地
域
を

保
健
福
祉
系
、
教
育
系
、
環
境
保

全
系
、
ま
ち
づ
く
り
系
、
産
業
振

興
系
に
分
類
し
、
学
生
の
興
味
・

関
心
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
研
究
知

見
や
専
門
性
を
活
か
し
、
地
域
連

携
を
通
じ
て
社
会
共
生
を
体
験
で

き
る
教
育
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サービスラーニングによる教養教育の考え方

内省の変化

社会認識の変容

市民性への
興味・関心

協働性

応用力

コミュニケーション力

多様性の
認識

社会規範の認識

クリティカル・シンキング

連続性

創造的
主体性

行動力

共感・共生力

リテラシー

個人

集団

認知から外界へのかかわり 社会的な実践

深化思考力を組み立て、批判的な省察力を養う教育

SL IISL I SL III SL IV

学
生
が
社
会
人
と
な
り
悩
む
こ

と
の
一
つ
に
、
同
僚
、
上
司
、
取

引
先
の
人
な
ど
拡
大
す
る
人
間
関

係
か
ら
感
じ
る
ス
ト
レ
ス
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
人
と

な
っ
た
学
生
は
、
ス
ト
レ
ス
を
軽

減
さ
せ
な
が
ら
、
個
性
に
適
し
た

対
人
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
「
八
王
子
で
学
ぶ
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
内
の
行
政
組
織
・

団
体
や
民
間
企
業
と
連
携
し
て
学

生
が
地
域
で
学
べ
る
環
境
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
で
の
体

験
を
通
じ
て
学
生
は
、
大
学
で
は

触
れ
合
う
機
会
の
な
い
多
種
多
様

な
人
と
関
わ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

様
々
な
人
と
と
も
に
活
動
す
る
た

め
の
ス
キ
ル
と
し
て
の

「社
会
性
」

を
身
に
つ
け
、
社
会
の
一
員
と
し

て
他
の
人
た
ち
と
支
え
合
っ
て
生

き
て
い
く
市
民
と
し
て
の
自
覚
で

あ
る

「
市
民
性
」
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
す
。
地
域
社
会
で
の
多

様
な
対
人
関
係
の
経
験
は
、
学

生
が
自
分
自
身
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
癖
を
知
る
こ
と
や
慣
れ

な
い
ス
ト
レ
ス
と
向
き
合
う
機
会

と
な
り
、
社
会
人
と
な
る
学
生
の

準
備
体
験
と
し
て
、
応
用
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
み
ま

す
。

社
会
人
基
礎
力
の
向
上
を
目
指
す

教
養
教
育

「
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン

グ
」
と
は
？

【サ
ー
ビ
ス
】

八
王
子
を
学
び
の
場
に
し
て
体
験

を
通
じ
て
自
分
を
知
る
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実学を活かす基盤

深化思考力を組み立て、
批判的な省察力を

養う教育

学習目的
市民性・社会性

現実社会にふれる体験・活動
Community-based Experiences

教養学環におけるサービスラーニング教育の考え方
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
学
生
が
地

域
社
会
で
体
験
し
た
活
動
を
題
材

に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
内
省

を
通
じ
て
社
会
性
や
市
民
性
に
つ

い
て
考
察
し
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
い
て
、
学
生
は
地
域
共
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
自
身
の

考
え
や
市
民
と
し
て
の
立
ち
位
置

を
認
識
し
、
仲
間
と
共
に
議
論

し
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

学
生
が
他
者
の
考
え
に
触
れ
価
値

観
の
多
様
性
を
感
じ
な
が
ら
思
考

力
を
深
化
さ
せ
、
創
造
力
を
養
い

ま
す
。
ま
た
、
学
生
は
議
論
す
る

中
で
自
身
の
意
見
を
論
理
的
に
表

現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ

に
よ
り
自
己
肯
定
感
や
表
現
力
を

高
め
て
い
き
ま
す
。
ラ
ー
ニ
ン
グ

で
育
ま
れ
た
社
会
人
基
礎
力
は
、

専
門
性
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
」
と

「
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

の
両
輪
に
よ
り
、
学
生
の
多
様

な

「
力
」
を
向
上
さ
せ
、
大
学
生

活
や
社
会
に
羽
ば
た
く
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
教
育

で
す
。

【ラ
ー
ニ
ン
グ
】

専
門
性
を
高
め
る
思
考
力
と

創
造
力
を
養
う

バ
イ
オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

で
は
、
大
学
院
生
が
自
分
の
研
究

成
果
を
学
会
等
で
外
部
発
表
す

る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
学

生
自
ら
の
力
で
新
し
く
開
発
・
解

明
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
、
世
界

に
向
け
て
生
の
情
報
を
発
信
す

る
、
学
生
が
世
の
中
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
を

知
り
、
同
等
に
議
論
を
交
わ
す
重

要
な
機
会
で
す
。
１
年
以
上
の
期

間
を
費
や
し
て
１
つ
の
研
究
を
ま

と
め
た
こ
と
は
、
大
学
院
生
が
社

会
人
に
な
っ
て
も
大
き
な
自
信
に

な
る
で
し
ょ
う
。
学
部
卒
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
の
経
験
は
大
学
院
修
了

後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
プ
ラ
ス
に

な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
修
士
論

文
の
要
件
は
１
回
以
上
の
学
会
発

表

（
制
作
）
で
、
す
べ
て
の
大
学

院
生
は
期
間
中
に
様
々
な
機
会
を

得
て
発
表
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
後
述
の
内
容
は
海
外

の
学
会
に
行
っ
た
バ
イ
オ
ニ
ク
ス

専
攻
の
大
学
院
生
の
一
例
で
す
。

ほ
か
に
も
例
え
ば
、
柴
田
研
究
室

で
は
ミ
ラ
ノ
、
梶
原
研
究
室
で
は

フ
ラ
ン
ス
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
国
内
外
で
学
会
に

差
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
大
学
院
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
研
究
成
果
を
発
信

し
て
、
胸
を
張
っ
て
卒
業
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
２
月
中
旬
、
バ
ハ
マ
国
ナ
ッ

ソ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、
私
の
専

門
分
野
に
特
化
し
た
学
術
集
会

3
rd

 F
ib

ro
b

la
s
t G

ro
w

th
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c
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 D
e

v
e

lo
p

m
e

n
t 

a
n

d
 R

e
p

a
ir C

o
n

fe
re

n
c
e

に
参
加
し
、
当
研
究
室
の
研
究

成
果
を
２
件
発
表
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
分
野
で
世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
研
究
者
達
と
大
い
に
討
論

し
て
き
ま
し
た
。
４
日
間
、
朝
か

ら
晩
ま
で
共
に
過
ご
し

（
寝
る
部

屋
は
別
で
す
が
）、
３
食
に
４
時

間
の
昼
休
み
付
き
で
60
～
70
人

程
度
の
研
究
者
達
と
徹
底
的
に

付
き
合
う
と
い
う
趣
旨
の
集
会
で

す
。
こ
の
形
式
は
、G

o
rd

o
n

 

R
e

s
e

a
rc

h
 C

o
n

f
e

re
n

c
e

s

（
略
称
Ｇ
Ｒ
Ｃ
）
と
し
て
国
際
的

に
開
催
し
て
い
た
学
術
集
会
を
真

似
た
も
の
で
、
伝
統
的
に
隔
年
で

開
催
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
合
間

の
年
に
有
志
が
企
画
し
て
今
回

が
３
回
目
と
な
る
会
議
で
し
た
。

S
c
ie

n
c
e

誌

（
２
月
15
日
号
）

に
今
年
の
Ｇ
Ｒ
Ｃ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

が
何
十
ペ
ー
ジ
も
掲
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

各
研
究
領
域
の
現
状
と
今
後
の
ト

レ
ン
ド
を
世
界
的
に
リ
ー
ド
す
る

集
会
と
言
え
ま
す
。
当
然
、
参
加

者
は
右
も
左
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

研
究
者
達
で
、
そ
の
人
達
が
少
数

の
若
い
研
究
者
を
伴
っ
て
い
た
り

し
ま
す
。
私
も
大
学
院
修
士
課
程

２
年
生
の
学
生

（
山
田
竜
二
君
）

と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は

バ
ハ
マ
と
い
う
私
に
と
っ
て
も
初

め
て
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
た

め
、
初
め
て
の
こ
と
も
沢
山
あ
り

愉
快
で
し
た
。
バ
ハ
マ
は
コ
ロ
ン

ブ
ス
が
到
達
し
、
イ
ギ
リ
ス
領
→

ス
ペ
イ
ン
占
領
→
イ
ギ
リ
ス
連
邦

と
変
遷
し
た
歴
史
を
も
ち
、
ま
た

カ
リ
ブ
海
の
海
賊
の
拠
点
と
な
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
征
伐

の
た
め
に
築
か
れ
た
大
砲
の
あ
る

砦
が
複
数
あ
り
、
現
在
は
観
光
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
風
景

や
雰
囲
気
は
、
漫
画

「
ワ
ン
ピ
ー

ス
」
の
そ
れ
と
似
て
い
ま
す
。

会
議
室
内
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
術
発
表
に
対
し
て
容
赦
な
い
質

問
や
議
論
が
起
こ
り
ま
す
が

（
山

田
君
曰
く
、
尋
問
だ
そ
う
で
す
）、

食
事
時
や
休
憩
時
間
に
は
和
気
あ

大学院
バイオ・情報メディア研究科

twitter tut_gradCheck!

バ
ハ
マ
で
開
催
さ
れ
た
学
術
集
会

に
参
加
し
て

文
責

バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻
長　

杉
山
友
康

い
あ
い
と
一
緒
に
行
動
し
た
り
し

ま
す
。
山
田
君
に
と
っ
て
は
、
初

め
て
の
外
国
、
バ
ン
ド
生
演
奏
付

き
の
入
国
審
査
場
、
英
語
の
み

の
生
活
、
い
つ
も
読
ん
で
い
る
論

文
の
責
任
著
者
達
と
の
食
事
と
雑

談
、
科
学
の
洪
水
の
よ
う
な
最
新

知
見
、
外
国
人
学
生
と
の
ル
ー
ム

シ
ェ
ア
、
大
変
な
高
さ
の
ベ
ッ
ド
、

使
い
方
の
わ
か
ら
な
い
シ
ャ
ワ
ー

水
栓
、
ド
ア
を
開
け
た
ま
ま
発
停

車
す
る
爆
音
楽
に
満
ち
た
ロ
ー
カ

ル
バ
ス
、
な
ど
、
休
む
暇
の
無
い

刺
激
の
連
続
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

彼
の
今
後
の
人
生
に
こ
の
経
験

が
生
き
て
く
る
と
私
も
嬉
し
い
で

す
。尚

、
学
術
集
会
の
内
容
を
記
録
・

撮
影
し
た
り
、
こ
の
会
議
の
外
で

議
論
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
の
で
示
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
当
研
究
室
の
研
究
成

果
も
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
今
後
の
展
開
に
役
立
つ
良
い

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
て
、
今
回
の
参
加
は
と
て
も
意

義
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

文
責

バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻

　
　

細
胞
機
能
研
究
室　

今
村　

亨
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11
月
27
日
に
工
学
研
究
科
と
工

学
部
の
主
催
で

「
大
学
院
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
在
学
生

（
主
に
学
部
３

年
生
）
に
対
し
て
、
修
士
課
程
の

学
生
の
研
究
内
容
や
生
活
、
教
員

の
経
験
な
ど
を
紹
介
す
る
口
頭
・

ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

学
部
３
年
生
に
と
っ
て
は
進
路
の

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
大
学
院
へ

の
進
学
を
考
え
る
機
会
と
な
り
、

修
士
課
程
の
学
生
に
と
っ
て
は
大

学
院
生
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
学

生
間
の
交
流
の
機
会
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
山
下
工
学
部
長

の
挨
拶
の
後
、
前
田
就
彦
教
授

の

「
修
士
博
士
学
生
へ
の
企
業
か

ら
の
期
待
～
30
年
で
の
大
き
な
変

化
～
」、
上
野
祐
樹
助
教
の

「
行

か
ず
に
後
悔
よ
り
行
っ
て
後
悔
!?　

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
な
ら
大
学
院
へ

進
学
し
よ
う
」
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
、
工
学
研
究
科
博

士
前
期
課
程
在
学
中
の
大
学
院
生

の
荘
さ
ん
か
ら

「
大
学
院
生
の
研

究
生
活
」、
天
沼
さ
ん
か
ら

「
研

究
者
へ
の
道
」、
川
島
さ
ん
か
ら

「
世
界
へ
の
挑
戦
」、
清
藤
さ
ん
か

ら

「
研
究
者
と
し
て
の
成
長
経
験

～
世
界
へ
の
発
信
・
研
究
開
発
職

へ
の
道
～
」、
水
越
さ
ん
か
ら

「世

界
最
高
レ
ベ
ル
の
放
射
光
施
設
Ｓ

ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ー
８
で
の
実
験
経
験
」

の
口
頭
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
発
表
も
大
学
院
生
の
活
躍

を
楽
し
く
力
強
く
語
る
内
容
で
、

参
加
し
た
３
年
生
に
強
い
良
い
印

象
を
与
え
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
博
士
前
期
課
程
１

年
生
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
三
好

さ
ん
、
学
務
部
大
学
院
係
の
西
本

さ
ん
に
も
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
・
発

表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
３

年
生
が
、
大
学
院
修
了
後
の
就

職
や
入
学
試
験
・
奨
学
金
に
つ
い

て
興
味
を
持
ち
、
質
問
を
し
て
い

ま
し
た
。
３
年
生
に
は
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
形
式
で
最
低
６
つ
の
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
聞
く
こ
と
を
課
題
と

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
こ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
進
路
の
参

考
に
な
っ
た
と
回
答
し
た
人
が

37
％
、
少
し
は
参
考
に
な
っ
た
が

55
％
、
あ
ま
り
参
考
に
な
ら
な

か
っ
た
が
８
％
で
あ
り
、
今
回
参

加
し
た
３
年
生
の
92
％
の
進
路

の
参
考
に
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
大
学
院
へ
の
進
学
を

希
望
す
る
、
あ
る
い
は
、
で
き
れ

ば
進
学
希
望
と
回
答
し
た
学
生
数

は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
前
は

35
名
で
し
た
が
、
開
催
後
に
は
40

名
に
増
え
て
お
り
、
こ
の
結
果
に

も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

大
学
の
学
術
的
な
強
化
に
は

大
学
院
の
強
化
が
必
須
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
優
秀
な
人
材
が
一
人

で
も
多
く
大
学
院
へ
進
学
す
る
環

境
・
意
識
変
革
が
必
要
で
す
。
そ

の
試
み
の
一
つ
と
し
て
の
今
回
の

大
学
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

で
し
た
。
学
部
学
生
が
大
学
院

と
い
う
組
織
を
知
る
良
い
端
緒
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、

他
研
究
科
と
の
連
携
に
つ
い
て
も

議
論
し
な
が
ら
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

大学院
工学研究科

twitter tut_gradCheck!

大
学
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

を
開
催

学部・学環・研究科便り
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２
０
１
９
年
４
月
よ
り
初
年
度

の
大
学
院
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
入
学
し
て
こ
れ
ま
で
の
授
業

の
様
子
や
教
育
指
導
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

１
年
次
に
は

『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
』、
『
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
Ⅰ
・

Ⅱ
』
の
ど
ち
ら
か
を
必
ず
選
択
す

る
１
年
間
を
通
し
た
演
習
科
目
に

よ
り
、
具
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
研

究
を
進
め
て
い
く
た
め
の
ベ
ー
ス

と
な
る

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
を
徹

底
し
ま
し
た
。
未
来
社
会
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
あ
る
「So

c
ie

ty
5

.0

」

や

「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
」
を

ふ
ま
え
た
創
造
的
な
デ
ザ
イ
ン
の

演
習
の
な
か
で
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
た
。
こ
の
科
目
で

は
、
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
と
並

行
し
て
学
ぶ
こ
と
で
、
具
体
的
な

デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
を
１
年
間

の
授
業
を
通
し
て
経
験
し
、
担
当

教
員
や
学
生
同
士
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
も
と
に
進
め
て
い

き
ま
し
た
。
今
年
度
の

「
ビ
ジ
ュ

ア
ル
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」
で
は

「コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
、
「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」

で
は

「So
c
ie

ty
5

.0

」
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
未
来
社
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し

た
。

１
年
次
後
期
に
『コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
デ
ザ
イ
ン
』
と
い
う
選
択
科
目

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
授
業
は
今
日

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
多
様

で
複
雑
な
問
題
に
つ
い
て
デ
ザ
イ

ン
の
必
要
性
を
理
解
し
、
持
続
可

能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
う
す
れ

ば
築
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
い
く
講
義
と
演
習
を
交
え
た

授
業
で
す
。

こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
国
連
が

定
め
た
２
０
３
０
年
ま
で
の
持
続

大学院
デザイン研究科

twitter tut_gradCheck!

初
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

ス
タ
ー
ト

デ
ザ
イ
ン
思
考
を
基
盤
と
し
た

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
見
据
え
た

演
習
科
目
を
実
施

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
11

「住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を
実
施

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
複
数
の
異
な

る
分
野
の
教
員
か
ら
な
る
指
導
を

徹
底

インダストリークリエイション I

可
能
な
国
際
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（Su
s
ta

in
a
b
le

 D
e
v
e
lo

p
m

e
n
t 

G
o
a
ls

の
略
）
の
目
標
11

「
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実

現
す
る
こ
と
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

課
題
で
は
身
近
な
蒲
田
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
考
え
て
い
き
ま
し

た
。
最
後
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
関
連
し
合

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
問
題

を
具
体
的
な
視
点
で
調
査
、
分
析

し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
実
現
可

能
性
の
高
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
魅
力
あ
る
提
案
に
ま

と
め
ま
し
た
。

２
年
に
わ
た
っ
て
修
了
研
究
に

取
り
組
む
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科

目
の
１
年
次
は
前
期

『
デ
ザ
イ
ン

研
究
企
画
』
と
後
期

『
デ
ザ
イ
ン

研
究
Ⅰ
』
が
あ
り
ま
す
。
前
期
『デ

ザ
イ
ン
研
究
企
画
』
は
２
年
の
研

究
の
う
ち
の
構
想
段
階
と
し
て
各

研
究
計
画
書
を
主
担
当
教
員
の
ほ

か
論
文
指
導
担
当
教
員
、
英
文
指

導
担
当
教
員
に
よ
っ
て
徹
底
的
に

自
ら
の
研
究
企
画
を
練
り
上
げ
ま

し
た
。
そ
し
て
後
期

『
デ
ザ
イ
ン

研
究
Ⅰ
』
で
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を

展
開
し
、
問
題
解
決
に
つ
な
が
る

独
創
的
な
着
想
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
段
階
で
、
デ
ザ
イ

ン
の
異
な
る
分
野
の
複
数
か
ら
な

る
担
当
教
員
が
各
学
生
の
進
め
て

き
た
研
究
に
つ
い
て
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
行
い
、
そ
の

後
の
研
究
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
促
し

ま
し
た
。

コミュニティとデザイン

デザイン研究Ｉ
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Campus Scenes

東京工科大学設立に伴い、 八王子キャンパス体育館の玄関ホールの表面

の壁に作られた陶板タイル壁画。

原画を故片柳鴻前理事長が担当され、 サークル活動に所属する学生たち

の協力を経て、 オリンピック種目から選ばれた、 マラソン、 新体操、 柔道、

馬術などの競技の様子が描かれている。 1984 年作。

飛躍 （壁画）
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応
用
生
物
学
部

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

第
１
回
フ
ァ
ー
マ
ラ
ボ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ[

医
薬
品]

研
究
開
発
展
出
展
報
告

中
西
昭
仁
助
教
が
第
４
回
日
本
生
物
工
学
会
東

日
本
支
部
長
賞
候
補
者
講
演
会
で
東
日
本
支
部

長
賞
を
受
賞

柴
田
千
尋
講
師
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
９
月
号
の
人
工

知
能
特
集
を
監
修

細
野
繁
准
教
授
が
「日
本
機
械
学
会
設
計
工
学
・

シ
ス
テ
ム
部
門
功
績
賞
」を
受
賞

八
王
子
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９

で
「た
ま
し
ん
賞
」を
受
賞

７
月
３
日
か
ら
５
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

で
開
催
さ
れ
た

「
第
１
回
フ
ァ
ー
マ
ラ
ボ
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ[

医
薬
品]

研
究
開
発
展
」
に
お
い
て
応

用
生
物
学
部
の
教
員
が
口
頭
発
表
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
展
示
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、
各
研
究
室
の

学
生

・
大
学
院
生
が
研
究
の
説
明
を
行
い
、
多

く
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

応
用
生
物
学
部
、
生
命
機
能
応
用 (

軽
部
・

中
西)

研
究
室
の
中
西
昭
仁
助
教
は
、
２
０
１
９

年
８
月
30
日
に
開
か
れ
た
日
本
生
物
工
学
会
東

日
本
支
部
長
賞
候
補
者
講
演
会
で
、
「緑
藻
の
安

定
的
な
物
質
生
産
を
実
現
す
る
培
養
系
と
代
謝

フ
ロ
ー
解
析
系
の
技
術
開
発
」
と
題
し
て
発
表

し
、
東
日
本
支
部
長
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

生
命
機
能
応
用
研
究
室
で
は
、
微
生
物
に
よ
る

化
粧
品
や
医
薬
品
成
分
な
ど
の
物
質
生
産
を
中

心
と
し
た
様
々
な
細
胞
の
利
用
法
を
研
究
し
て
お

り
、
今
回
は
そ
の
成
果
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

７
月
26
日
発
行
の
科
学
雑
誌
ニ
ュ
ー
ト
ン 

２
０
１
９
年
９
月
号
に
人
工
知
能
特
集
が
掲
載

さ
れ
、
柴
田
千
尋
講
師
が
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１

「
Ａ

Ｉ
て
何
だ
ろ
う
？
」
を
監
修
し
ま
し
た
。
ま
た

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

「
Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
」
に
つ
い
て
協

力
お
よ
び
監
修
を
し
ま
し
た
。

細
野
繁
准
教
授
が
一
般
社
団
法
人
日
本
機

械
学
会
よ
り

「
日
本
機
械
学
会
設
計
工
学
・
シ

ス
テ
ム
部
門
功
績
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
賞
は
学
術
、
技
術
、
教
育
、
学
会
活
動
、
出

版
、
国
際
交
流
な
ど
で
当
該
分
野
の
発
展
と
進

歩
に
幅
広
く
、
ま
た
顕
著
な
貢
献
の
あ
っ
た
個

人
ま
た
は
団
体
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
る
も
の
で

す
。
第
94
期
部
門
長
と
し
て
部
門
運
営
や
企
画

事
業
、
産
学
間
の
連
携
強
化

（
出
身
企
業
Ｎ
Ｅ

Ｃ
）、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
分
野
に
お
け
る
電
子

情
報
通
信
学
会

（
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
研
究
専
門
委
員
会
）
と
の
学
会
間
連
携
な

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
学
生

チ
ー
ム

「
有
限
会
社 

魔
法
ア
プ
リ
」
が

「
八

王
子
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９
」

（
主
催
：
ｆ
ａ
ｂ
ｂ
ｉ
ｔ
八
王
子
、
後
援
：
サ
イ

バ
ー
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
八
王
子
商
工
会
議
所

・

多
摩
信
用
金
庫
）
で

「
た
ま
し
ん
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
現
役
の
経
営
者
が
審
査
員

を
務
め
て
お
り
、
学
生
チ
ー
ム

「有
限
会
社 

魔

法
ア
プ
リ
」
は
書
類
審
査
で
応
募
総
数
64
件
の

中
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
６
組
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

最
終
審
査
で
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
が
７
月
13
日
に
行
わ
れ
、
学
生
チ
ー

ム

「有
限
会
社 

魔
法
ア
プ
リ
」
は

「た
ま
し
ん

賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学生 ・ 教員の受賞と活動

日
本
経
済
新
聞
で
化
粧
品
サ
ー
ク
ル
「Ｌ
Ｃ
Ｃ
」

が
紹
介
さ
れ
る

11
月
６
日
発
行
の
日
本
経
済
新
聞

「
キ
ャ
ン

パ
ス
発　

こ
の
一
品
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
、
本

学
の
化
粧
品
研
究
サ
ー
ク
ル

「Ｌ
Ｃ
Ｃ 

（Lo
v
e

 

C
o

s
m

e
tic

 C
o

m
p

a
n

y

）」
（
代
表
：
応
用

生
物
学
部
３
年 

萩
原
健
太 

）
の
学
生
た
ち
が
、 

自
ら
企
画
し
商
品
化
し
た

「
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
」

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
応
用
生
物
学
部
化
粧
品
コ
ー
ス
の

学
生
で
構
成
さ
れ
、
化
粧
品
科
学
、
化
粧
品
実

験
、
皮
膚
科
学
な
ど
の
授
業
で
学
ん
だ
知
識
や

技
術
を
、
大
学
発
の
化
粧
品
の
企
画
、
製
造
を

通
し
て
実
体
験
す
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ

所
属
学
生
の
多
く
は
、
将
来
化
粧
品
業
界
で
働

く
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
記
事
で
は
学
生

の
コ
メ
ン
ト
や
、
サ
ー
ク
ル
内
容
な
ど
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

■
学
生
チ
ー
ム

「有
限
会
社 

魔
法
ア
プ
リ
」

「
Ｖ
Ｒ
を
用
い
た
不
安
障
害
等
曝
露
療
法
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア V

irtu
a
l R

e
a
lity

 E
x
p

o
s
u

re
 

S
y
s
te

m
 

開
発
販
売
事
業
」
（
代
表
者
：
福
井 

健
人
、
有
限
会
社
魔
法
ア
プ
リ
）

メ
ン
バ
ー
は
、
福
井
健
人

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部 

２
０
１
８
年
３
月
卒
業
、 

現　

明
治
大
学
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

科
２
年
）、
マ
ー
ク
ス
ニ
コ
ラ
ス

（
大
学
院
バ
イ

オ
・
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

専
攻
１
年

（
森
本
研
究
室
））、
大
野
雄
基

（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
４
年

（
森
本
研

究
室
））
の
３
名
で
す
。
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メ
デ
ィ
ア
学
部

工
学
部

ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
が

縄
文
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３
Ｄ

デ
ー
タ
を
３
Ｄ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
公
開

A
D

A
D

A
 J

a
p

a
n

2
0

1
9

で
学
生
発
表
奨
励

賞
お
よ
び
優
秀
ポ
ス
タ
ー
発
表
賞
を
受
賞

文
部
科
学
省
が
コ
ー
オ
プ
実
習
現
場
を
見
学

第
11
回
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子
学
生
発

表
会
で
優
秀
賞
と
準
優
秀
賞
を
受
賞

メ
デ
ィ
ア
学
部
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ

イ
ン
研
究
室(

担
当
教
員
：
千
代
倉
弘
明
教
授
、

飯
沼
瑞
穂
准
教
授
）
で
は
、
２
０
１
８
年
４
月

に

「XV
L
 W

E
B

3
D

 P
L
A

Y
E

R

」
サ
ー
バ
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で

容
易
に
３
Ｄ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
閲
覧
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
今
回
、
縄
文
オ
ー

プ
ン
ソ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
公
開
し
て
い
る
、

新
潟
県
長
岡
市
所
蔵
の

「
火
焔
土
器
」
の
３
Ｄ

デ
ー
タ
を
、
「XV

L
 W

E
B

3
D

 P
L
A

Y
E

R

」

サ
ー
バ
を
使
い
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
３
Ｄ
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

「
火
焔
土
器
」
の
Ｓ
Ｔ
Ｌ
デ
ー
タ

（
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
用
デ
ー
タ
）
は
約
75
Ｍ
Ｂ
の
フ
ァ

９
月
20
日
に
九
州
大
学
で
開
催
さ
れ
た
、
ア

ジ
ア
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
ア
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
学
会
（Ａ

Ｄ
Ａ
Ｄ
Ａ
）
主
催
のA

D
A

D
A

 J
a
p

a
n

2
0

1
9

に
お
い
て
、
大
学
院
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

生
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
学
生
た
ち
が
各
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

■
学
生
発
表
奨
励
賞

「Div
e
2

V
ie

w
: 

か
ざ
す
こ
と
に
よ
る
遠
距

工
学
部
の
電
気
電
子
工
学
科
、
応
用
化
学
科

の
第
２
期
コ
ー
オ
プ
実
習
が
行
わ
れ
て
い
た
７

月
５
日
、
そ
の
実
習
先
企
業
の
１
つ
で
あ
る
広

沢
電
機
工
業
株
式
会
社
様
を
文
部
科
学
省
高
等

教
育
局
の
５
名
が
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
で

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
工
学
部
で
実
施
し
て

12
月
７
日
、
８
日
に
開
催
さ
れ
た
第
11
回
大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
八
王
子
学
生
発
表
会
で
、

工
学
部
応
用
化
学
科
上
野
研
究
室
に
所
属
す
る

長
畑
祥
子
さ
ん

（
応
用
化
学
科
３
年
）
が
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
行
い
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ど
の
活
動
を
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
26
日
に

東
北
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
29
回
設
計
工
学

・

シ
ス
テ
ム
部
門
講
演
会
に
お
い
て
授
賞
式
が
行

わ
れ
、
賞
状
と
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ル
容
量
で
す
が
、
こ
の
デ
ー
タ
を

「XV
L
 

S
tu

d
io

」
を
用
い
る
こ
と
で
精
度
を
維
持
し
、

約
15
Ｍ
Ｂ
の
フ
ァ
イ
ル
容
量
に
圧
縮
。
そ
の
後
、

各
部
の
要
素
名
を
追
加
し
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
を

「XV
L
 W

E
B

3
D

 P
L
A

Y
E

R

」
サ
ー
バ
で
公

開
し
ま
し
た
。
「XV

L
 W

E
B

3
D

 P
L
A

Y
E

R

」

サ
ー
バ
を
使
う
と
、
Ｐ
Ｃ
で
も
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
も
、
ス
マ
ホ
で
も
、
ブ
ラ
ウ
ザ
で
プ
ラ
グ
イ

ン
を
使
わ
ず
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
３
Ｄ
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
い
く
つ
か
の
地
方
の
博
物
館
と
連
携

を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
歴
史
的
に
価
値
の
あ

る
遺
物
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
３
Ｄ
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し

て
公
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

離
デ
バ
イ
ス
連
携
シ
ス
テ
ム
」

藤
川
寛
生(

大
学
院
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専

攻
博
士
前
期
課
程
１
年)

、
太
田
高
志
教
授

■
優
秀
ポ
ス
タ
ー
発
表
賞

「か
わ
い
い
セ
ン
サ
ー
」

越
湖
亜
美(

メ
デ
ィ
ア
学
部
４
年)

、
中
山
志

織(

メ
デ
ィ
ア
学
部
４
年)

、
太
田
高
志
教
授

■
優
秀
ポ
ス
タ
ー
発
表
賞

「
Ａ
Ｒ
を
用
い
た
映
像
カ
ッ
ト
割
り
学
習
教

材
の
研
究
」

北
村
昂
也(

大
学
院
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
専

攻
博
士
前
期
課
程
２
年)

、
桑
原
明
栄
子(

明

星
大)

、
佐
々
木
和
郎
教
授

い
る
コ
ー
オ
プ
教
育
が
文
部
科
学
省
の

「
大
学

教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ａ
Ｐ
）」
に
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
で
は
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
教
育
の
推
進
を
行
っ
て
お
り
、
本
学

の
コ
ー
オ
プ
教
育
は
平
成
30
年
度
文
部
科
学
省

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
表
彰
制
度
に
お
い

て

「
優
秀
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
コ
ー
オ
プ
実
習
見
学
は
実
習
期
間
中
に

教
員
が
実
習
企
業
を
訪
問
し
、
学
生
の
実
習

の
様
子
や
、
企
業
様
か
ら
の
要
望
や
相
談
な
ど

を
聞
く
機
会
と
し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の

方
々
に
も
そ
の
様
子
や
学
生
の
実
習
風
景
を
見

学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
学
後
は
、
「
学

生
の
就
業
体
験
に
当
た
り
、
大
学
側
と
企
業
側

が
き
ち
ん
と
連
携
を
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

面
で
も
、
様
々
な
工
夫
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
学
生
が

活
き
活
き
と
業
務
に
励
ん
で
い
る
様
子
も
印
象

的
で
し
た
。
」
と
の
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
学
と
し
て
も
、
ま
す
ま
す
コ
ー
オ
プ
教
育

の
発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

長
畑
さ
ん
は

「
プ
ロ
ピ
ル
ケ
ト
ン
二
分
子
の
パ

ラ
ジ
ウ
ム
触
媒
脱
水
素
芳
香
族
化
反
応
」
と
い

う
題
目
で
、
入
手
容
易
な
原
料
か
ら
半
導
体
な

ど
に
用
い
ら
れ
る
有
機
材
料
を
容
易
に
合
成
す

る
手
法
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
工
学
部
機
械
工
学
科
大
久
保
研
究
室

に
所
属
す
る
下
山
拓
海
さ
ん

（
機
械
工
学
科
３

年
）
と
越
地
駿
人
さ
ん(

機
械
工
学
科
４
年
）

が
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞

と
準
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

下
山
さ
ん
は

「
太
陽
光
キ
ャ
ビ
テ
ィ
の
形
状

変
更
に
よ
る
太
陽
光
励
起
レ
ー
ザ
ー
の
出
力
向

上
」
と
題
し
て
、
下
山
さ
ん
が
考
案
し
た
太
陽

光
励
起
レ
ー
ザ
ー
の
出
力
向
上
の
た
め
の
新
し

い
ア
イ
デ
ア
等
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
越

地
さ
ん
は

「
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
を
用
い
た

Ｓ
ｉ
Ｃ/

Ｓ
ｉ
Ｃ
複
合
材
料
の
加
熱
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
試
験
片
把
持
部
の
設
計
」

と
題
し
て
、
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
次
世
代
材
料

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
Ｓ
ｉ
Ｃ/

Ｓ
ｉ
Ｃ
複

合
材
料
の
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
新
し
い
加
熱
方
法

に
つ
い
て
、
越
地
さ
ん
が
解
析
し
た
結
果
等
を

発
表
し
ま
し
た
。

な
お
、
太
陽
光
励
起
レ
ー
ザ
ー
の
研
究
は
公

益
財
団
法
人
ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ
ス
財
団
の
助
成

を
受
け
て
お
り
、 

レ
ー
ザ
ー
加
熱
の
研
究
は
第

二
期
Ｓ
Ｉ
Ｐ(

統
合
型
材
料
開
発
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
マ
テ
リ
ア
ル
革
命)

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
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デ
ザ
イ
ン
学
部

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ 
客
室
デ
ザ
イ
ン
の
委
託
研
究

ア
ヌ
シ
ー
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
大
西
景
太
講
師
の
作
品
が
上
映
さ
れ
る

「AR
T
 S

H
O

P
P

IN
G

 P
A

R
IS

  C
a
rro

u
s
e
l 

d
u

 L
o

u
v
re

 2
0

1
9

 
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
」に
て
深

澤
健
作
講
師
が
作
品
を
発
表

御
幸
朋
寿
講
師
と
伊
藤
潤
講
師
が
国
立
研
究

開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
）
か
ら
の
委
託
に
よ
る
、
「
Ｂ
Ｗ
Ｂ
機
体
の

客
室
空
間
デ
ザ
イ
ン
」
の
研
究
を
２
０
１
９
年

６
月
17
日
か
ら
12
月
27
日
に
か
け
て
行
い
ま
し

た
。本

研
究
は
、
Ｂ
Ｗ
Ｂ
機
体

（
図
１
）
と
呼
ば

れ
る
次
世
代
旅
客
機
の
室
内
空
間
に
つ
い
て
デ

ザ
イ
ン
提
案
を
行
う
も
の
で
す
。
Ｂ
Ｗ
Ｂ
機
体

は
翼
と
胴
体
と
が
滑
ら
か
に
繋
が
っ
た
幅
広
の

形
状
を
し
て
お
り
、
従
来
の
機
体
よ
り
幅
広
い

室
内
空
間
が
特
徴
で
す
。
本
研
究
は
こ
の
特

徴
的
な
客
室
空
間
で
の
過
ご
し
方
、
利
用
方

法
な
ど
を
機
体
が
登
場
す
る
と
予
測
さ
れ
る

２
０
４
０
年
頃
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
客
室
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し

ま
し
た
。

２
０
１
９
年
６
月
、
大
西
講
師
が
ア
ヌ
シ
ー

国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル(
フ
ラ

ン
ス)

に
参
加
し
ま
し
た
。
20
年
ぶ
り
に

「
名

誉
国
」
と
し
て
日
本
が
選
ば
れ
た
今
年
は
特

別
上
映
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
複
数
組
ま
れ
、
そ
の

中
の
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
大
西
講
師
の
作
品

上
映
が
あ
り
ま
し
た
。
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸

術
祭
の
海
外
展
開
事
業
と
連
携
し
た
日
本
の

若
手
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム

「NE
W

 M
O

T
IO

N

」
で
は
作
品

「
ロ
ッ

ク
ン
・
ロ
ー
ル
・
マ
ー
チ
」
が
、
日
本
の
現

代
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

「A B
o

a
rd

 O
v
e

rv
ie

w
 o

f
 J

a
p

a
n

e
s
e

 

C
o

n
te

m
p

o
ra

ry
 A

n
im

a
tio

n

」
で
は
作

品

「パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
の
カ
ノ
ン
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ

上
映
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
若
手
制
作
者
に
よ
る
講
演
イ

ベ
ン
ト

「M
a
s
te

rc
la

s
s

」
で
は
押
山
清
高
、

ニ
ヘ
イ
サ
リ
ナ
、
折
笠
良
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作

家
各
氏
と
共
に
登
壇
し
、
日
本
で
の
制
作
事
情

深
澤
講
師
が
10
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
、
フ
ラ

ン
ス
・
パ
リ
の

「Ca
rro

u
s
e
l d

u
 L

o
u
v
re

」
に

て
開
催
さ
れ
た

「AR
T
 S

H
O

P
P

IN
G

 P
A

R
IS

 

C
a
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u
s
e
l d

u
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o
u
v
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0

1
9

」
に
招
か
れ
、

作
品
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
本
展
覧
会
で
は
、
世

界
各
国
か
ら
美
術
関
係
者
や
ア
ー
ト
フ
ァ
ン
、
ル
ー

ヴ
ル
美
術
館
の
学
芸
員
、
学
術
機
関
教
授
、
ギ
ャ

ラ
リ
ス
ト
、
マ
ス
コ
ミ
・
出
版
社
な
ど
が
来
場
し
、

数
多
く
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
画
家
た
ち

図 1

図 2

本
研
究
で
は
今
後
普
及
す
る
と
さ
れ
る
パ
ー

ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
注
目
し
、
機
内
と
空
港

内
を
つ
な
ぐ
、
物
理
的
に
シ
ー
ム
レ
ス
な
空
の

旅
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
（
図

２
）今

後
も
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
研
究
を
継
続
し
、
デ

ザ
イ
ン
思
考
、
人
間
中
心
デ
ザ
イ
ン
を
ベ
ー
ス

に
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
を
創
出
し
、
新
た
な
機
体

構
造
様
式
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。

や
、
影
響
を
受
け
た
作
品
な
ど
に
つ
い
て
の
ト
ー

ク
を
行
い
ま
し
た

トークセッション「パッヘルベルのカノン」 「ロックン ・ ロール ・ マーチ」

に
よ
る
作
品
を
交
え
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
場
で
す
。
出
展
し
た
作

品
は
、
深
澤
講
師
の
平
面
表
現
材
料
研
究
の
１
つ

で
あ
る
人
体
用
の
化
粧
材
を
描
画
材
料
用
に
改
良

し
た
色
材
を
使
っ
た

「人
の
肌
と
感
触
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
作
品
で
す
。
美
術
評
論
家
の
エ
リ
ッ
ク
・

モ
ン
サ
ン
ジ
ョ
ン
教
授

（エ
コ
ー
ル
・
デ
ュ
・
ル
ー

ブ
ル 

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
美
術
学
校
教
授
）
よ
り
評

論
も
な
さ
れ
好
評
価
を
う
け
ま
し
た
。

深
澤
講
師
は
作
品
を
交
え
た
交
流
だ
け
で
は
な

く
、
世
界
各
国
の
若
手
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
素
晴
ら
し
い
表
現
を
リ
サ
ー
チ
す
る
こ
と
も

で
き
、
教
育
・
教
材
研
究
の
糧
に
な
る
素
晴
ら
し

い
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会場風景

A
D

A
D

A
 In

te
rn

a
tio

n
a
l2

0
1
9

で

松
村
誠
一
郎
教
授
が
研
究
発
表

松
村
教
授
が
、
２
０
１
９
年
11
月
26
か
ら
28

日
に
マ
レ
ー
シ
ア
のM

a
n

a
g
e
m

e
n

t a
n

d
 

S
c
ie

n
c
e
 U

n
iv

e
rs

ity

（M
S

U

）
に
て
開
催

さ
れ
た
国
際
学
会A

D
A

D
A

（As
ia

 D
ig

ita
l 

A
r
t
 
a

n
d

 
D

e
s

ig
n

 
A

s
s

o
c

ia
t
io

n

） 

In
te

rn
a
tio

n
a
l2

0
1
9

に
て
研
究
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
内
容
は
制
作
し
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
サ
ウ
ン
ド
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品

「Yo
u

r 

A
n

g
e
lic

 V
o
ic

e

」
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
使
用
し

て
い
る
技
術
に
つ
い
て
の
解
説
論
文
の
口
頭
発
表

と
デ
モ
展
示
発
表
で
す
。

作
品
は
１
秒
間
の
録
音
し
た
鑑
賞
者
の
声
を

Ｄ
Ｓ
Ｐ

（Dig
ita

l S
ig

n
a
l P

ro
c
e
s
s
in

g

）

技
術
で
加
工
し
て
、
80
秒
間
の

「
音
の
旅
」
を

体
験
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
Ｄ
Ｓ
Ｐ
を
使
っ

た
表
現
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
誰
も
が
表
現
者

に
な
れ
る
の
を
示
す
た
め
に
制
作
さ
れ
た
作
品

で
す
。
松
村
先
生
は
、
多
く
の
学
会
参
加
者
、

Ｍ
Ｓ
Ｕ
の
学
生
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
様
々
な

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
展
示
に
お
け
る
気
づ
き
を
得

ら
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

展示会場

学生 ・ 教員の受賞と活動
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「
国
際
学
生
Ｅ
Ｖ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
９
」で
学
生
サ
ー
ク
ル
が
優
秀
賞
受
賞

伊
藤
潤
講
師
が
顧
問
を
務
め
る
サ
ー
ク
ル

「工
業
・
空
間
デ
ザ
イ
ン
研
究
同
好
会
」
の
チ
ー

ム
が
、
「東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
９
」
で
行
わ
れ
た

「
国
際
学
生
Ｅ
Ｖ
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９
」
最
終
審
査
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
は

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
Ｅ
Ｖ

の
可
能
性
を
最
大
限
に
活
用
し
た
未
来
の
モ
ビ

リ
テ
ィ
と
そ
の
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
デ
ザ
イ

ン
提
案
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
一
般
社
団
法
人
電

気
自
動
車
普
及
協
会
が
主
催
す
る
も
の
で
す
。

第
４
回
と
な
る
今
回
は
日
本
を
含
む
９
ヶ
国
31

校
47
チ
ー
ム

（日
本
23
校
37
チ
ー
ム
、
海
外
８
ヶ

国
８
校
10
チ
ー
ム
）
の
中
か
ら
、
10
校
10
チ
ー

ム

（
日
本
６
校
６
チ
ー
ム
、
海
外
４
ヶ
国
４
校

４
チ
ー
ム

（
イ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国
、
チ
ュ

ニ
ジ
ア
））
が
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
、

２
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
10
月
27
日
の

最
終
審
査
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
臨
み
ま

し
た
。

デ
ザ
イ
ン
学
部
４
年
生

（
関
根
武
さ
ん
、
前

田
遥
菜
さ
ん
、
若
城
真
輝
さ
ん
）
に
よ
る
チ
ー

ム
Ｋ
ｕ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
は
、
仔
鹿
を
モ
チ
ー
フ
と
し

『Ｂ

Ａ
Ｍ
Ｂ
Ｉ
』
と
名
付
け
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー

ト
に
変
形
す
る

「
店
に
停
め
な
い
バ
イ
ク
」
を

提
案
し
、
女
性
ユ
ー
ザ
ー
に
寄
り
添
う
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
機
能
と
デ
ザ
イ
ン
を
高
く
評
価
さ
れ
、

優
秀
賞

（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
賞
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

医
療
保
健
学
部

２
０
１
９
年
10
月
23
日
に
、
厚
生
労
働
省
所

轄
認
可
法
人
で
あ
る
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会

の

「
緑
十
字
賞
」
を
五
十
嵐
千
代
教
授
が
受
賞

し
ま
し
た
。

緑
十
字
賞
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
わ
が
国
の

産
業
安
全
ま
た
は
労
働
衛
生
の
推
進
向
上
に

尽
く
し
、
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
る
個
人
及

び
職
域
グ
ル
ー
プ
等
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
賞
で

す
。
表
彰
式
は
、
京
都
の

「
み
や
こ
め
っ
せ
」

で
開
催
さ
れ
た
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
で
と

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
労
働
衛
生
関
係
部
門
は
全

国
で
13
名
で
し
た
が
、
大
学
か
ら
の
受
賞
は
２

２
０
１
９
年
11
月
16
日
～
17
日
に
福
岡
国
際

会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
第
６
回
日
本
小
児
理
学

療
法
学
会
学
術
大
会

（
テ
ー
マ
：
障
害
を
持
つ

こ
ど
も
達
の
Ｆ
ｕ
ｎ
に
つ
い
て
考
え
る
）
に
て
全

演
題
の
中
で
最
も
優
れ
た
演
題
に
贈
ら
れ
る
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

脳
性
麻
痺
患
者
に
対
し
て
体
幹
機
能
障
害
の

程
度
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
領
域
で
定
量
的
な
評
価
が
さ
れ
て
こ
な

五
十
嵐
千
代
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
教
授
・

産
業
保
健
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
長
が
「
緑
十
字

賞
」を
受
賞

楠
本
泰
士
医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
講
師

が
第
６
回
日
本
小
児
理
学
療
法
学
会
学
術
大
会

で
優
秀
賞
を
受
賞

名
、
産
業
保
健
看
護
職
は
五
十
嵐
教
授
の
み
で

し
た
。

こ
れ
ま
で
、
国
の
政
策
に
関
連
す
る
い
く
つ

も
の
検
討
会
へ
の
参
画
や
、
８
５
０
０
人
で
構

成
さ
れ
る
日
本
産
業
衛
生
学
会
の
産
業
看
護
部

部
会
長
と
し
て
の
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
産
業

保
健
の
発
展
や
産
業
保
健
看
護
の
確
立
に
寄
与

し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

現
在
、
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
か
ら
も
毎

年
、
複
数
の
産
業
保
健
師
を
輩
出
す
る
よ
う
に

な
り
、
産
業
保
健
業
界
で
は
そ
の
地
位
を
確
固

た
る
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

五
十
嵐
教
授
は
こ
の
受
賞
を
契
機
に
、
「
私

が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｌ
１
６
１
号
条
約

の
、
『
す
べ
て
の
働
く
人
に
産
業
保
健
サ
ー
ビ

ス
を
届
け
る
』
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
さ

ら
に
産
業
保
健
の
発
展
に
力
を
注
い
で
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

か
っ
た
体
幹
機
能
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
今
後
、
体
幹
機
能
と

歩
行
機
能
や
日
常
生
活
と
の
関
係
性
の
調
査
が

望
ま
れ
ま
す
。

楠
本
講
師
は
17
日
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

の
座
長
と
し
て
樋
室
伸
顕
先
生

（
札
幌
医
科
大

学
）
の

「Le
t's

 T
h

in
k
 !! 

臨
床
研
究
～
臨

床
家
と
研
究
者
の
役
割
と
責
任
～
」
の
講
演
に

関
し
て
、
フ
ロ
ア
と
と
も
に
自
身
の
研
究
感
や

経
験
を
具
体
的
なC

lin
ic

a
l q

u
e

s
tio

n

や

R
e

s
e

a
rc

h
 q

u
e

s
tio

n

に
つ
い
て
討
議
し

ま
し
た
。
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
用
い
て
研
究
に
関
す
る
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

や
講
演
に
関
す
る
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
フ
ロ
ア
の
意
見
を
全
体
で
共
有
し
、
樋
室

先
生
や
座
長
ら
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め

ま
し
た
。
当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
学
会
員
や

協
会
に
発
信
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
得
ら
れ
た
質

問
に
は
、
可
能
な
限
り
回
答
を
付
け
、
当
日
の

講
演
ス
ラ
イ
ド
と
共
に
11
月
28
日
に
学
術
大
会

の
Ｈ
Ｐ
に
掲
示
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
取
り
組

み
が
多
く
あ
り
、
フ
ロ
ア
か
ら
も
活
発
な
意
見

が
出
て
、
臨
床
家
が
患
者
の
状
態
を
考
え
る
際

の
臨
床
推
論
と
研
究
者
が
行
う
思
考
過
程
が

そ
れ
ぞ
れ
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
両
者
の
役
割
を

整
理
す
る
こ
と
の
で
き
た
良
い
取
り
組
み
で
し

た
。

片
柳
研
究
所

第
２
回
Ｃ
Ｍ
Ｃ
（セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
複
合
材
料
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
12
月
４
日
に
幕
張
メ
ッ
セ
に
て
、

「
第
２
回
Ｃ
Ｍ
Ｃ(

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
複
合
材
料)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
に
よ
る

「
第
４
回
高
機
能
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
展
」
の
一
環
と
し
て
、
文
部
科
学
省

お
よ
び
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構(

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ)

の
後
援
を
得
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
関
係
企
業
な
ど
か
ら
、

１
８
０
名
を
超
え
る
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
展
示
会
の
会
場
に
設
け
ら
れ
た
Ｃ
Ｍ

Ｃ
セ
ン
タ
ー
の
研
究
展
示
に
は
多
く
の
方
々
が

訪
れ
、
Ｃ
Ｍ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
本
学
の
研
究

活
動
が
大
き
な
関
心
を
得
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
本
学
の
Ｃ
Ｍ
Ｃ
に
関
す
る
成
果
、

活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
Ｃ
Ｍ
Ｃ
セ
ン

タ
ー
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
下
さ
い
。
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９
月
12
日
に
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王
子
に

お
い
て
、
「
産
学
官
連
携
に
よ
る
八
王
子
近
隣

地
域
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
交
流

会
は
、
本
学
と
併
設
校
の
日
本
工
学
院
八
王
子

専
門
学
校
と
の
共
同
開
催
で
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
今
回
で
８
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
も

日
頃
よ
り
学
生
の
採
用
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

コ
ー
オ
プ
実
習
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
八
王

子
市
お
よ
び
近
隣
地
域
の
１
２
４
社
・
団
体

２
０
１
名
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
両
校
の
学
校
紹
介
を
行
っ
た
後
、

本
学
副
学
長
・
研
究
所
長
の
香
川
豊
教
授
と
工

学
部
電
気
電
子
工
学
科
の
松
永
真
由
美
准
教
授

に
よ
る

「
超
ス
マ
ー
ト
社
会S

o
c
ie

ty
5

.0

を

支
え
る
電
波
資
源
の
有
効
活
用
」
と
い
う
演
題

で
の
講
演
、
第
二
部
の
情
報
交
換
会
で
は
、
八

王
子
商
工
会
議
所
会
頭
の
田
辺
隆
一
郎
様
を
は

10
月
31
日
に
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
厚
生
棟
に

て
14
の
自
治
体
関
係
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校
と
の
共
催
で

『
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
学
内
説
明
会

・
相
談
会
』
を

開
催
し
ま
し
た
。
将
来
地
元
に
戻
っ
て
就
職
を

希
望
す
る
学
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
出
身
地

以
外
か
ら
他
県
で
就
職
し
た
い
学
生
に
対
し

て
、
各
自
治
体
の
企
業
採
用
状
況
や
地
元
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
だ
き
、
そ
の
後
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
情
報
を

サ
ポ
ー
ト
す
る

「
Ｌ
Ｏ
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

参
加
い
た
だ
い
た
自
治
体
以
外
の
情
報
提
供
も

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を

希
望
す
る
学
生
に
と
っ
て
、
学
校
以
外
の
情
報

11
月
27
日
に
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
厚
生
棟
に

お
い
て
、
本
学
同
窓
会
と
の
共
同
企
画
と
し
て
、

「
い
ろ
は
就
職
相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
本
相
談
会
は
、
社
会
で
働
く
本
学
卒
業
生

が

「
ひ
と
り
の
先
輩
」
と
し
て
、
在
学
生
の
就

職
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
等
の
相
談
に
乗
る

座
談
会
で
す
。
運
営
は
、
教
員
と
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
本
学
同
窓
会
が
共
同
で
行
っ

12
月
11
日
に
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
厚
生
棟
に

お
い
て
、
54
社
の
企
業
採
用
担
当
者
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
学
部
３
年
生
お
よ
び
大
学
院
修
士

１
年
生
を
主
な
対
象
と
し
た

『
業
界

・
職
種
研

究
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
研
究
会
は
就
職
活
動
が
早
期
化
す
る
昨
今

の
状
況
を
鑑
み
、
こ
の
時
期
に
企
業
採
用
担
当

者
と
学
生
が
接
す
る
場
を
設
定
し
、
会
社
概
要

や
今
後
の
採
用
に
関
す
る
情
報
を
ご
提
供
い
た

だ
く
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
実
際
に
今
後
企
業
を
訪
問
す
る
時
と

同
様
に
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
着
用
で
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
就
職
活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
も
ら
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ

た
企
画
で
し
た
。

本
研
究
会
を
き
っ
か
け
に
１
人
で
も
多
く
の

学
生
が
参
加
企
業
か
ら
内
定
を
取
得
で
き
る
よ

う
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
今
後

も
フ
ォ
ロ
ー
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
８
回
八
王
子
近
隣
地
域
交
流
会

を
開
催

『地
元
を
知
ろ
う

「Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー

ン
」
学
内
説
明
会･

相
談
会
』
を

開
催

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
同

窓
会
共
同
企
画

「
い
ろ
は
就
職
相

談
会
」
を
開
催

『業
界

・
職
種
研
究
会
』
を
開
催

八
王
子

八
王
子

八
王
子

八
王
子

収
集
先
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
自
治
体

に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
後
定
期
的
に
地

元
の
情
報
を
入
手
で
き
る
非
常
に
有
益
な
行
事

で
し
た
。

【参
加
自
治
体
】

北
海
道
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
秋
田

県
、
山
形
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群

馬
県
、
新
潟
県
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
静
岡
県

て
お
り
、
今
回
で
５
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
平
日
開
催
に
も
関
わ
ら
ず
様
々

な
分
野
で
働
く
卒
業
生
15
名
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
自
身
が

学
生
時
代
に
打
ち
込
ん
で
い
た
こ
と
、
学
修
に

対
す
る
取
り
組
み
、
就
職
活
動
の
成
功
例
、
現

在
の
仕
事
の
内
容
、
学
生
時
代
に
役
立
っ
た
こ

と
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
在
校
生
と
お
話
し

い
た
だ
き
、
在
校
生
は
、
皆
真
剣
な
態
度
で
先

輩
の
話
し
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

相
談
会
終
了
後
に
在
校
生
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
「
多
く
の
先
輩
か
ら
、
非
常
に

有
益
な
話
し
を
聴
く
こ
と
が
出
来
た
」
と
い
う

回
答
が
多
く
、
卒
業
生
か
ら
は

「
こ
の
時
期

に
し
て
は
就
職
意
識
が
非
常
に
高
い
学
生
が
多

か
っ
た
」
、
「
多
く
の
企
業
を
訪
問
し
、
自
分
が

納
得
す
る
企
業
に
出
会
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う

声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
い
ず
れ
か
ら
も

「
こ
の
よ
う
な
卒
業

生
と
在
校
生
が
交
流
す
る
機
会
を
も
っ
と
増
や

し
て
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
と
も
本
学
と
同
窓
会
と
が
協
力
し
、

本
相
談
会
の
み
な
ら
ず
、
卒
業
生
参
加
型
の
就

職
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
開
催
し
、
母
校
の
絆
を

更
に
強
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

じ
め
、
お
越
し
い
た
だ
い
た
企
業
・団
体
の
方
々

と
本
学
園
関
係
者
と
の
懇
談
を
通
じ
て
更
な
る

関
係
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
本
学
園
か
ら
も
千

葉
茂
理
事
長
、
軽
部
征
夫
学
長
、
各
学
部
・
学

科
長
、
就
職
部
長
、
学
生
部
長
、
大
学
院
研
究

科
長
、
コ
ー
オ
プ
セ
ン
タ
ー
長
、
事
務
局
職
員

が
参
加
し
、
非
常
に
有
意
義
な
情
報
交
換
を
行

な
い
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
会
を
通
じ
て
、
本
学
園
と
近
隣

地
域
の
皆
様
と
の
関
係
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

固
な
も
の
と
な
り
、
か
つ
産
学
官
共
同
研
究
で

の
新
た
な
成
果
の
創
出
、
採
用
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
コ
ー
オ
プ
実
習
等
で
ひ
と
り
で
も
多

く
の
学
生
を
地
元
企
業
に
輩
出
す
る
基
盤
作
り

を
更
に
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

蒲　

田

大
学
事
務
局
便
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蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
２
０
２
１
年
３
月
修

了
予
定
者
か
ら
就
職
活
動
に
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
大
学
院
修

了

・
学
部
卒
業
予
定
者
の
就
職
活
動
が
本
格
化

し
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
た
学
生
は
そ
の
経
験

を
活
か
し
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
学
内

・

学
外
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
採
用
選
考
に
進
ん
で
い
る
学
生
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

２
０
２
１
年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生
達
は
就

職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
お
い
て

「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
る
事

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
企
業

10
月
14
日
に
、
八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、

日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校
共
催
の
学
園

祭

「
第
15
回
紅
華
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
残
念
な
が
ら
例
年
通

り
の
２
日
間
の
開
催
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
し
た
。

「
第
15
回
紅
華
祭
」
の
テ
ー
マ
は

「
華
は
紅

柳
は
緑
」
で
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
「
参

加
者
や
来
場
者
の
み
な
さ
ま
に
こ
の
学
校
を
心

か
ら
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
を
込
め

ま
し
た
。
紅
華
祭
当
日
は
多
種
多
彩
な
催
し
が

あ
り
大
変
盛
り
上
が
り
多
く
の
人
た
ち
の
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
笑
い
芸
人
を
招
い
て
の
ラ
イ
ブ
の
開
催
、

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
各
ス
テ
ー
ジ
で
は
学

生
が
バ
ン
ド
演
奏
や
ダ
ン
ス
等
を
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
模
擬
店
で
は
食
べ
物
の
他
に
も
手
作

り
雑
貨
、
化
粧
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
、
80
近
い

店
舗
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
立
ち
並
び
ま
し
た
。

他
に
も
日
頃
の
研
究
成
果
を
各
研
究
室
が
発
表

す
る
催
し
な
ど
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
実
施
い

学
園
祭

「
紅
華
祭

（
八
王
子
）」

「
か
ま
た
祭

（
蒲
田
）
」
開
催
報
告

２
０
２
１
年
３
月
修
了

・
卒
業
予

定
者
の
就
職
活
動
が
早
く
も
開
始

蒲　

田

側
の
動
き
は
ま
だ
見
え
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

学
内
に
お
い
て
も
デ
ザ
イ
ン
学
部
は
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
、
医
療
保
健
学
部
は
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
就
職
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
学
部
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅳ
で
は
、

適
性
試
験
・
一
般
常
識
試
験
の
仕
上
げ
を
行
い
、

模
擬
試
験
で
自
身
の
実
力
を
確
認
し
ま
し
た
。

履
歴
書
に
お
い
て
も
２
回
目
の
履
歴
書
添
削
を

実
施
し
、
更
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
独
自
の

「キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
イ
ル
」
を
作
成
す
る
事
に

よ
り
今
ま
で
の
学
び
を
確
認
す
る
と
と
も
に
履

歴
書

・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
・
面
接
の
自
分
を

表
現
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
ま

す
。業

界
研
究
で
は
学
生
に
人
気
の
あ
る
玩
具
業

界
の
採
用
担
当
者
に
業
界
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ

を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
今
年
度
内
定
し
た
４
年

生
３
名
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
就
職
活
動
の
体
験

談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
具
体
的
な
就
職
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
が
徐
々
に

湧
い
て
き
た
よ
う
で
す
。
講
座
終
了
後
も
先
輩

を
取
り
囲
み
話
を
聞
い
て
い
る
学
生
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
は
株
式
会
社

フ
ジ
マ
ッ
ク
、
ワ
ヨ
ー
株
式
会
社
で
活
躍
し
て

い
る
デ
ザ
イ
ン
学
部
卒
業
生
に
ご
自
身
の
就
職

活
動
や
入
社
し
て
か
ら
の
仕
事
の
楽
し
さ
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
行
し
て
い
た

だ
い
た
人
事
担
当
者
か
ら
は
今
後
の
採
用
に
つ

い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

15
回
目
の
授
業
で
は
キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
担

当
者
よ
り
冬
の

「
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

の
お
話
を
い
た
だ
き
、
エ
ン
ト
リ
ー
方
法
や
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
、
入
社
後
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

の
仕
事
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
で
は
就
活
ス

タ
ー
ト
講
座
、
業
界
セ
ミ
ナ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
適
性

検
査
模
擬
試
験
、
一
般
常
識
模
擬
試
験
を
２
日

間
で
集
中
的
に
行
い
ま
し
た
。
特
に
業
界
セ
ミ

ナ
ー
に
お
い
て
は
、
病
院
内
で
の
胚
培
養
士

・

内
視
鏡
業
務
、
検
査
セ
ン
タ
ー
、
試
薬
メ
ー

カ
ー
、
健
診
セ
ン
タ
ー
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
・
Ｃ
Ｒ
Ａ
等

さ
ま
ざ
ま
な
業
種

・
職
種
の
企
業

・
医
療
機
関

に
来
学
い
た
だ
き
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
後

に
向
け
て
学
生
の
職
業
選
択
の
幅
を
広
げ
る
良

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

年
明
け
に
は
医
療
機
関
採
用
担
当
者
と
医
療

保
健
学
部
全
学
科
を
対
象
に

「
医
療
機
関
模
擬

面
接
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
本
番
と
同

様
の
緊
張
感
で
学
生
は
面
接
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。２

０
２
１
年
３
月
卒
業
予
定
全
て
の
学
生
が

満
足
の
い
く
就
職
活
動
が
で
き
る
よ
う
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
参
り
ま
す
。

た
し
ま
し
た
。

当
日
、
紅
華
祭
実
行
委
員
は
、
子
ど
も
で

も
楽
し
め
る
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
八
王
子
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
お
店
に

出
店
し
て
い
た
だ
く
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
等
を
実

施
し
、
多
く
の
来
場
者
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
し
た
。
シ
ア
タ
ー
イ
レ
ブ
ン
内
で
ゲ
ー
ム
大

会
を
実
施
し
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
第
15
回
紅
華
祭
」
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

実
行
委
員
会
は
、
模
擬
店
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

参
加
団
体
向
け
の
説
明
会
の
開
催
や
参
加
団
体

の
管
理
、
ス
テ
ー
ジ
企
画
の
練
習
、
案
内
看
板

や
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
ス
テ
ー

ジ
の
組
み
立
て
な
ど
様
々
な
準
備
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
準
備
の
甲
斐
も
あ
り
紅
華
祭
は

大
変
盛
り
上
が
り
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
け
ま
し
た
。

紅
華
祭
実
行
委
員
会
は

「
第
16
回
紅
華
祭
」

へ
向
け
て
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
学
と
日
本
工
学

院
専
門
学
校
の
学
生
が
一
致
団
結
し
て
作
り
上

げ
る
次
回
の
紅
華
祭
に
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
「第
15
回
紅
華
祭
」

開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。(

文
章 

第
15
回
紅
華
祭
実
行
委

員
長
Ｍ
０
１
１
７
０
６
９
尾
崎
琉
圭)

ま
た
、
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
11
月
２
日
、

３
日
の
２
日
間
、
日
本
工
学
院
専
門
学
校
と
の

合
同
学
園
祭

「
第
54
回
か
ま
た
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

「
第
54
回
か
ま
た
祭
」
で
は
、
大
学
初
の
試

み
と
し
て
片
柳
ア
リ
ー
ナ
で
の
ダ
ン
ス
部
発
表

や
、
声
優
の
津
田
健
次
郎
さ
ん
を
お
招
き
し
た

大
学
実
行
委
員
会
主
催
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
部
の
発
表
は
か
つ
て
な

い
規
模
で
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

無
い
な
か
各
所
に
協
力
い
た
だ
き
無
事
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
津
田
健
次
郎
さ
ん
を
お
招
き
し
て
の

八
王
子

蒲　

田
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八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
の
学
部

・
大
学
院

で
は
、
２
０
２
０
年
度
以
降
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
１
時
限
90
分
、
１
学
期
15
週
か
ら
、
１
時
限

１
０
０
分
、
１
学
期
14
週
に
時
間
割
を
変
更
い

た
し
ま
す
。
定
期
試
験
に
つ
い
て
は
、
14
週
の

授
業
期
間
終
了
後
に
設
定
い
た
し
ま
す
。

１
時
限
を
１
０
０
分
と
す
る
こ
と
で
、
１
つ

の
授
業
科
目
に
か
け
る
時
間
が
多
く
な
る
こ
と

に
加
え
、
例
え
ば
、
前
半
の
50
分
と
後
半
の
50

分
で
異
な
る
授
業
形
態
を
組
み
合
わ
せ
た
授
業

を
よ
り
展
開
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、

従

来

本

学

で
使

用

し
て
き

た

m
o
o
d
l
e

（
学
修
支
援
ソ
フ
ト
）
を
使
っ

た
予
習
復
習
、
映
像
を
使
っ
た
反
転
授
業
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
生
の
総
学
修
時
間

も
向
上
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
教
育
効
果
も
期

待
さ
れ
る
こ
と
や
夏
期

・
春
期
の
休
業
期
間
が

増
え
る
こ
と
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
コ
ー
オ
プ
、
海
外
語
学
研

修
な
ど
様
々
な
学
外
活
動
に
取
り
組
み
や
す
く

な
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
学
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
交
通
機
関
の
混
乱
の
可
能
性

を
鑑
み
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
の
７
月

24
日

（
金
）
～
８
月
９
日

（
日
）
な
ら
び
に
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期
間
の
８
月
25
日

（
火
）

～
９
月
６
日

（
日
）
に
は
授
業
及
び
試
験
を
行

わ
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。
な
お
、
学
外
で
の
実

習
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
こ
と
と
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、八
王
子
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

８
月
15
日
～
８
月
24
日
に
前
期
末
試
験
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
授
業

時
間

（
90
分
）
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
や
一
部
の
土
曜
日
に
授

業
を
振
り
替
え
て
開
講
し
ま
す
。

詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
27
ペ
ー
ジ
の

２
０
２
０
年
度
前
期
学
年
暦
及
び
学
内
行
事
予

定
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２
０
２
０
年
度
以
降
の
八
王
子
キ
ャ
ン

パ
ス
時
間
割
の
変
更
に
つ
い
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う

２
０
２
０
年
度
前
期
学
年
暦
に
つ
い
て

2020 年度以降の八王子キャンパス時間割
1 時限 8:50 ～ 10:30

休み時間 15 分

2 時限 10:45 ～ 12:25

昼休み 50 分

3 時限 13:15 ～ 14:55

休み時間 15 分

4 時限 15:10 ～ 16:50

休み時間 15 分

5 時限 17:05 ～ 18:45

八
王
子

本
学
工
学
部
は
、
２
０
１
５
年
の
創
設
以
来
、

他
大
学
に
先
駆
け
て
コ
ー
オ
プ
教
育
を
必
修
科

目
と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
約
２
ヶ
月
の

企
業
実
習
を
核
と
す
る
コ
ー
オ
プ
教
育
は
、
学

生
が
大
学
で
の
学
修
と
実
際
の
産
業
と
の
繋
が

り
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
社
会
人
と

し
て
必
要
な
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
大

き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
て
い
ま
す
。
コ
ー
オ
プ

教
育
の
本
格
的
開
始
以
来
５
年
が
経
過
し
、
多

く
の
企
業
の
ご
協
力
の
も
と
で
様
々
な
成
果
が

挙
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
12
月
４
日
、

片
柳
研
究
所
棟
に
お
い
て
、
コ
ー
オ
プ
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
績
報
告
会
と
成
果
発
表
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

報
告
会
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
省
高
等
教

育
局
の
河
本
達
毅
様
か
ら
コ
ー
オ
プ
教
育
を
は

じ
め
と
す
る
学
外
学
修
の
重
要
性
と
大
学
の
取

り
組
み
へ
の
期
待
が
表
明
さ
れ
た
ほ
か
、
コ
ー

オ
プ
実
習
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
株

式
会
社
井
上
鉄
工
所
代
表
取
締
役
社
長
の
井
上

裕
子
様
と
日
新
電
子
工
業
株
式
会
社
執
行
役
員

の
中
島
孝
浩
様
か
ら
、
実
習
生
を
受
け
入
れ
た

コ
ー
オ
プ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
績
報
告
会
と
成
果
発
表
会
を
開
催

経
験
を
踏
ま
え
、
コ
ー
オ
プ
教
育
の
意
義
や
成

果
を
評
価
し
、
今
後
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
旨
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
大
学
側
か
ら
は
、
学
生
及
び
企
業
に
対
す

る
調
査
結
果
を
も
と
に
、
コ
ー
オ
プ
実
習
が
学

生
の
成
長
や
就
職
活
動
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ

て
き
て
い
る
こ
と
、
大
学
と
し
て
実
学
主
義
の

実
現
に
向
け
て
新
た
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
行

く
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

実
績
報
告
会
と
成
果
発
表
会
に
は
、
企
業
関

係
者
、
大
学
関
係
者
等
を
含
め
て
約
１
６
０
名

の
方
々
が
出
席
さ
れ
、
実
績
報
告
会
の
後
に
開

催
さ
れ
た
成
果
発
表
会
で
は
、
実
習
を
終
え
た

学
生
と
の
活
発
な
意
見
交
換
等
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
本
学
コ
ー
オ
プ
教
育
に
対
す
る
高
い

期
待
と
関
心
を
実
感
し
た
１
日
で
し
た
。
大
学

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
コ
ー

オ
プ
教
育
を
よ
り
良
い
も
の
と
し
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

八
王
子

八
王
子

蒲　

田

東
京
工
科
大
学
同
窓
会
で
は
主
催
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
今
年
度
も
10
月
に
八
王
子
キ
ャ
ン
パ

ス
紅
華
祭
、
11
月
に
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ま
た

祭
で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
は
台
風
の
影
響
に
よ
り
八
王
子

キ
ャ
ン
パ
ス
は
初
日
の
懇
親
会
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
々
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
な
お
、
２
日
目
は
例
年
通
り
実
施
し
、

１
２
８
名
の
方
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
昨
年
度
よ
り
参
加
者
も
増

え
、
今
後
、
よ
り
一
層
活
性
化
し
て
い
く
よ
う

役
員
一
同
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。同

窓
会
は
卒
業
生
だ
け
で
は
な
く
、
在
学

生
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る

同
窓
会
発
展
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
在
学
生
で
も
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
が
い

れ
ば
、
同
窓
会
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

動
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

学
務
課
学
生
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
報
活
動
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
営

を
し
て
お
り
、
大
学
の
様
子
や
同
窓
会
な
ど
の

情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
「
東
京

工
科
大
学
同
窓
会　

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」
で
検

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催

八
王
子

蒲　

田

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、
蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学

生
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
過
去
最
大
の

観
覧
申
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
前
の

準
備
な
ど
学
生
の
頑
張
り
も
あ
っ
て
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
は
盛
大
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
学
生
が
製

作
・
設
置
し
て
い
る
３
号
館
入
口
の
大
看
板
は
、

テ
ー
マ

「
星
河
一
天
～
生
か
す
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
～
」
に
合
わ
せ
、
七
夕
飾
り
を
彷
彿
と
さ
せ

る
色
合
い
と
な
り
ま
し
た
。
看
板
の
前
で
記
念

撮
影
を
し
て
い
る
方
も
い
て
、
宣
伝
だ
け
で
は

な
く
撮
影
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
も
活
躍
を
し
て
い

ま
し
た
。
建
物
内
で
は
デ
ザ
イ
ン
学
部
主
催
の

「
フ
ラ
ッ
グ
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
、
お
祭
り
ら
し
い
華
や
か
な
雰
囲
気
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
12
階
ラ
ウ
ン
ジ
で
開
催
し
た
動
物
の

サ
ン
バ
イ
ザ
ー
を
作
成
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
小
さ
な
子
供

や
ご
家
族
に
多
く
お
立
寄
り
い
た
だ
き
、
12
号

館
実
習
室
で
開
催
し
た
医
療
保
健
学
部
主
催
の

健
康
応
援
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
近
隣
に
在

住
の
み
な
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
学
園
祭

な
ら
で
は
の
光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
年
は
初
の
試
み
も
多
く
反
省
点
も
い
く
つ

か
あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
は
す
で
に
次
年
度
に

向
け
た
話
合
い
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
経
験
を

重
ね
る
ご
と
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
次
年
度
に
も
ぜ
ひ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。



八王子 蒲　田

※ ： 特別な行事や振替授業以外は土曜日は休校

★ ： 要注意 ( 土曜日 ・ 祝日開講または振替授業実施日 )

八王子キャンパス

学位記授与式（八王子キャンパス体育館） 3月19日(木)

編入生（新入生）ガイダンス 3月23日(月)

在学生ガイダンス、健康診断
　BS：応用生物学部
　CS：コンピュータサイエンス学部
　MS：メディア学部
　ES：工学部

3月24日(火)　BS
3月25日(水)　CS
3月26日(木)　MS
3月27日(金)　ES

就職関連行事（新3年生）
アドバイザー面談（新2、3年生） 3月30日(月)

学生証受け渡し、ノートパソコン受け渡し
セットアップガイダンス 4月2日(木)

入学式、新入生ガイダンス
（蒲田キャンパス片柳アリーナ） 4月3日(金)

新入生・編入生ガイダンス
プレースメントテスト、避難訓練 4月4日(土)

新入生・編入生ガイダンス
健康診断、学部交流会 4月6日(月)

新入生・編入生ガイダンス、健康診断 4月7日(火)

授業開始 4月8日(水)

日本学生支援機構奨学金説明会★ 4月11日(土)

履修登録 4月16日(木)～19日(日)

履修登録確認・修正 4月20日(月)

臨時休業日 4月30日(木)

創立記念日（休業日） 5月1日(金)

祝日授業開講★ 5月6日(水)

春期保護者会（2年生以上、個別面談） 5月9日(土)～10日(日)

スポーツ大会 5月23日(土)

補講★ 5月30日(土)

前期末試験時間割発表 7月上旬

補講★ 7月11日(土)

授業終了 7月21日(火)

授業開講予備日★
（自然災害等で休講となった場合の予備日） 7月22日(水)

前期末試験★ 8月15日(土)～24日(月) 
(土曜日含む)

海外研修 9月6日(日)～12日(土)

再試験 9月14日(月)～17日(木)

成績表（前期）交付 9月下旬

就職関連行事（工学部3年生のみ） 9月25日(金)

前期学位記授与式、秋入学式 9月25日(金)

蒲田キャンパス

学位記授与式（八王子キャンパス体育館） 3月19日(木)

2年生ガイダンス（医療保健学部） 3月25日(水)

2年生ガイダンス（デザイン学部）
3年生ガイダンス（医療保健学部・デザイン学部） 3月26日(木)

4年生ガイダンス（医療保健学部） 3月27日(金)

4年生ガイダンス（デザイン学部）
4年生健康診断・就職関連行事
（医療保健学部・デザイン学部）
2年生ガイダンス・健康診断・就職関連行事
（デザイン研究科）

3月30日(月)

3年生健康診断・就職関連行事 3月31日(火)

2年生健康診断・就職関連行事 4月1日(水)

学生証受け渡し・新入生健康診断・就職関連行事
プレースメントテスト
（医療保健学部・デザイン学部）
新入生ガイダンス・学生証受け渡し
新入生健康診断・就職関連行事（デザイン研究科）

4月2日(木)

入学式・新入生ガイダンス
（蒲田キャンパス片柳アリーナ） 4月3日(金)

新入生ノートパソコン受け渡し等★ 4月4日(土)

新入生学部ガイダンス・防災訓練 4月6日(月)

新入生学生生活ガイダンス 4月7日(火)

授業開始 4月8日(水)

春期保護者会
（学部生2年生以上対象、個別面談）★ 4月18日(土)

祝日授業開講★ 4月29日(水)

創立記念日（休業日開講）★ 5月1日(金)

祝日授業開講★ 5月4日(月)～6日(水)

月曜日振替授業★ 5月9日(土)

スポーツ大会（八王子キャンパス）★ 5月23日(土)

火曜日振替授業★ 5月30日(土)

水曜日振替授業★ 6月6日(土)

木曜日振替授業★ 6月13日(土)

金曜日振替授業★ 6月20日(土)

補講★ 6月27日(土)
7月4日(土)

前期末試験時間割発表 7月上旬

授業開講予備日★
（自然災害等で休講となった場合の予備日） 7月11日(土）

授業終了 7月14日(火)

前期末試験 7月15日(水)～22日(水)

前期再試験 8月17日(月)～21日(金)

成績表(前期)交付 9月中旬

八王子 蒲　田
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令和元年度 学位記授与式 （卒業式） 日程

日程 ： 2020 年 3 月 19 日 （木）

開場 ： 9 時 30 分

開式 ： 10 時 30 分

場所 ： 東京工科大学　八王子キャンパス　体育館

交通 ： JR 八王子みなみ野駅 ・ JR 八王子駅南口よりスクールバスをご利用下さい。

　　　　 当日のスクールバス時刻表については本学ＨＰでご確認ください。

※当日は、東京工科大学公式インターネット放送局「intebro」によるライブ配信を予定しています。

　詳しくは、 東京工科大学公式ホームページにてお知らせいたします。

2020 年度前期学年暦 ・ 学内行事予定
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退　
　

職
（教　
　

員
）

訃　
　

報

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん

で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
　

秋
葉　

稔
光　

名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
７
月
２９
日
逝
去　

享
年
８８
歳

　
　

　

昭
和
62
年
４
月
か
ら
工
学
部
電
子
工
学
科
教
授
と
し
て

勤
務
。
工
学
部
電
子
工
学
科
主
任
教
授
お
よ
び
図
書
館
長

等
の
役
職
を
務
め
ら
れ
、
平
成
13
年
３
月
に
退
職
。
平
成
１３

年
４
月
か
ら
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

KOUKADAI INFORMATION

２
０
１
９
年
８
月
１
日
（人
命
第
０
０
０
１
０
６
３
号
）

　

～
２
０
２
０
年
１
月
６
日
（人
命
第
０
０
０
１
０
７
１
号
）ま
で
を
掲
載

２
０
１
９
年
８
月
１
日

２
０
１
９
年
９
月
１
日

２
０
１
９
年
11
月
５
日

２
０
１
９
年
10
月
１
日

２
０
１
９
年
９
月
１
日

医
療
保
健
学
部
理
学
療
法
学
科
助
教

命命

命

命

バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　
　
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

東
京
工
科
大
学
学
長
代
行
（期
間
は
当
分
の
間
）

入
試
・ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
セ
ン
タ
ー
勤
務

バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　
　
　
　
　

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
専
攻

命

バ
イ
オ
・情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
バ
イ
オ
ニ
ク
ス
専
攻

博
士
後
期
課
程
及
び
修
士
課
程
担
当

修
士
課
程
担
当

博
士
後
期
課
程
担
当

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授

副
学
長
・工
学
部
機
械
工
学
科
教
授

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授

応
用
生
物
学
部
教
授

応
用
生
物
学
部
助
教

応
用
生
物
学
部
准
教
授

医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
助
手

斎
藤
寛
樹

服
部
聖
彦

大
山
恭
弘

石
川
雄
一

瀬
之
口
潤
輔

野
嶽
勇
一

岡
田
麻
衣
子

中
西
昭
仁

丸
山
竜
人

伊
澤
千
尋

土
井
晃
一
郎

田
辺
大
介

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
教
授

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
講
師

瀬
之
口
潤
輔

福
西
広
晃

応
用
生
物
学
部
教
授

応
用
生
物
学
部
助
教

メ
デ
ィ
ア
学
部
講
師

服
部
聖
彦

村
上
優
子

永
瀬　

翠

山
砥
敏
宏

採　
　

用
（教　
　

員
）

人
事
（採
用
・任
命
・退
職
）・訃
報

任　
　

命
（教　
　

員
）

任　
　

命
（職　
　

員
）

お
詫
び
と
訂
正

学
報
70
号
に
お
い
て
、
掲
載
内
容
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｐ
・28　
　

採
用
（
教
員
）

　
　

【誤
】　

工
学
部
応
用
化
学
科
実
験
助
手　

加
山
雅
樹

　
　

【正
】　

工
学
部
応
用
化
学
科
実
験
助
手　

加
山
雅
輝

読
者
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
９
年
８
月
６
日

２
０
１
９
年
８
月
31
日

２
０
１
９
年
９
月
3０
日

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
講
師

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
助
教

教
養
学
環
教
授

応
用
生
物
学
部
准
教
授

医
療
保
健
学
部
臨
床
検
査
学
科
助
教

応
用
生
物
学
部
准
教
授

応
用
生
物
学
部
助
手

伊
藤
雅
仁

福
西
広
晃

豊
田
ひ
ろ
子

宇
井
彩
子

亀
田
貴
寛

笠
井
智
成

永
瀬　

翠

外部研究費関連 （受託研究費 ・ 奨学寄附金 ・ 共同研究費 ・ その他）

１． 受託研究費

その他７件

所　　属 研究者名 研究テーマ 期　間 企業 （団体）

コンピュータサイエンス学部　教授 石畑　宏明 AI への高並列計算技術の適用の研究 R1.8.26-R2.3.31 富士通株式会社

デザイン学部　講師
伊藤　潤
御幸　朋寿

BWB 機体の客室空間デザイン R1.6.17-R1.12.27
国立研究開発法人
宇宙航空開発機構

デザイン学部　講師
デザイン学部　助教

伊藤　潤
堀川　卓哉

機能的デザインを有するフレキシブルパウ
チの研究開発

R.10.1-R2.2.29 株式会社フジシール

コンピュータサイエンス学部　教授 亀田　弘之
AI 分析を用いた能力向上選択装置に関す
る業務委託

R1.9-R2.6 ダンウェイ株式会社

コンピュータサイエンス学部　准教授 井上　亮文 AI （人工知能） に関する調査研究 R1.10.1-R2.5.31 日本プロセス株式会社

応用生物学部　教授 野嶽　勇一
沖縄産素材を用いた高齢者向け栄養補助
食品素材の研究開発

R1.6.10-R2.2.28 国立大学法人 琉球大学

２． 奨学寄附金

その他１０件

所　　属 研究者名 企業 （団体）

応用生物学部　教授 浦瀬　太郎 株式会社シバタ

工学部電気電子工学科　教授 高木　茂行 パルスモ株式会社

工学部応用化学科　教授 山下　俊 サンアプロ株式会社

応用生物学部　教授 村上　優子 武田科学振興財団

応用生物学部　教授
応用生物学部　助教

梶原　一人
阿部　周司

株式会社カネカ
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承認番号 ・ 学部 実験課題 実験目的 実験動物種

第 A19BS-003 号
応用生物学部

グァバのプレバイオティクス
作用に関する研究

当研究室では、 食用生薬の摂取によってもたらされる健康機能性を解析して
いる。 これまでに実施した食用生薬に関する in vitro 系の実験から、 グァバ
に腸内のいわゆる善玉菌の増殖を促進させるプレバイオティクス作用があるこ
とが示唆されている。 そこで本実験では、 グァバの摂取が生体 （マウス） 内の
腸内細菌叢に対しても実際に改善作用を示すかどうか、 その可能性を検討す
る。 マウスにグァバを一定期間摂取させ、 糞便を採取して腸内細菌叢解析を実
施する。 また、 腸内細菌叢の改善を腸管から血中への有害物質の移行により
評価するため、 解剖時に血液を回収して血中有害物質の定量実験も行う。

マウス （16 匹）
R2 年 3 月 実
施分まで

第 A19BS-004 号
応用生物学部

試料が発毛に与える影響の
解析

植物エキス、 プラセンタエキスとペプチドの試料について、 これらが実験動物
の発毛や皮膚状態に与える影響を調べる。 これにより、 脱毛症 ・ 多毛症や皮
膚疾病の治療や改善に有効な医薬品や化粧品原料の開発に役立つ成果を得る
ことを目的とする。

マウス （76 匹）
R2 年 3 月 実
施分まで

動物実験実施状況

承認番号 ・ 学部 実験課題 実験目的

第 19BS-004 号

応用生物学部

酵 母 Saccharomyces cerevisiae

におけるグリセロール資化性遺伝子高

発現株の構築

S.cerevisiae はグリセロールを炭素源として資化する代謝フローを増強することで

グリセロール資化能を向上できるとされる。 そこで発現用のプラスミドを用いグリセ

ロール資化能を向上させた S.cerevisiae 誘導体株の構築を目指す。

第 19BS-005 号

応用生物学部

酵 母 Saccharomyces cerevisiae

におけるタンパク質表層提示株の構築

S.cerevisiae は細胞表層工学を駆使することで細胞表層に任意のタンパク質を提

示できる。 そこで表層提示用のプラスミドを用いて S.cerevisiae の細胞表層に任

意のタンパク質を提示する系の構築を目指す。

遺伝子組換え実験実施状況

３． 共同研究費

４． その他
その他１５件

所　　属 研究者名 研究テーマ 期　間 企業 （団体）

コンピュータサイエンス学部　講師 柴田　千尋 AI を用いた空調 ・ 熱源に関する予測の研究 H31.4.1-R2.3.31 三機工業株式会社

応用生物学部　教授 柴田　雅史 口紅の処方に関する研究 H31.2.1-R2.1.31 株式会社セレヴリー

応用生物学部　教授 野嶽　勇一
高機能性乳酸菌の探索およびそれを用い
た乳酸菌製品の開発

R1.7.10-R3.3.31 株式会社ジョイフルライフ

工学部機械工学科　准教授 大久保　友雅
レーザーによる金属積層造形に関する数値
解析的研究

R1.8.1-R2.3.31
国立研究開発法人 日本
原子力研究開発機構

片柳研究所　教授 香川　豊 CMC 機械的特性評価の調査 R1.10.21-R2.1.31
東芝エネルギーシステム
ズ株式会社

所　　属 研究者名 研究テーマ 期　間 企業 （団体）

工学部応用化学科　教授 山下　俊

電力機器用革新的機能性絶縁材料の技術
開発 / 中小型発電機および回転機用革新
的機能性絶縁材料の研究開発 / 新規絶縁
用樹脂とナノコンポジット化の研究開発

H29.9.1-R2.3.31 住友精化株式会社

応用生物学部　教授 村上　優子
革新的がん医療実用化研究
先端的バイオ創薬等基盤技術開発事業

R1.9.2-R2.3.31
R1.10.1-R2.3.31

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

片柳研究所　教授 香川　豊
次世代構造部材創製 ・ 加工技術開発のう
ち、 研究開発項目④ ‐ ２軽量耐熱複合材
CMC 技術開発

H29.6.16-R2.1.31
川崎重工業株式会社

応用生物学部　助教
工学部応用化学科　助教

中西　昭仁
入谷　康平　

自己増殖型資源を利用したセルプラスチッ
クス軽量素材の実現

R1.10.1-R3.9.30
国立研究開発法人
新エネルギー ・ 産業
技術総合開発機構

主要日誌

7月 10日(水)
東京工科大学とマンガプロダクションズ（サウジアラビア）がＭＯＵを締結
応用生物学部と山東理工大学（中国）がＭＯＵを締結

9月 4日(水) 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）「外部テストの導入の経緯、活用等について」「GPS-Acadmicの概要について」を開催

11日(水)
応用生物学部・医療保健学部とテキサス大学健康科学センター（アメリカ）がMOUを締結
工学部とムンバイ化学技術研究所（インド）がMOUを締結

10月 2日(水) 全学教職員会（教職員のFD・SD活動）「公的研究費のコンプライアンス研修会」を開催

9日()水 東京工科大学とインドネシア全国私立大学連盟中部ジャワ支部（インドネシア）がMOUを締結

11月 13日(水) 応用生物学部とアルバイリサーチ＆イノベーションセンター（フィリピン）がMOUを締結

12月 11日(水)
東京工科大学とカリフォルニア大学ロサンゼルス校（アメリカ）がMOUを締結
全学教職員会（教職員のFD・SD活動）「ハラスメントのない大学環境をつくるために」を開催

18日(水) メディア学部20周年記念誌WEBを公開
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こ
ん
に
ち
は
、
硬
式
庭
球
部
で
す
。

硬
式
庭
球
部
は
近
年
、
入
部
人
数
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
て
関
東
理
工

科
リ
ー
グ
で
は
去
年
と
一
昨
年
の
２

年
間
、
降
格
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
今
年
度
は
部
員
全
員
で

意
識
を
共
有
し
、
全
員
が
昇
格
と
い

う
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
お
互
い

に
指
導
し
合
い
、
チ
ー
ム
で
強
く
な

る
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
部
員
全
員
の
頑
張
り
に
よ

り
関
東
理
工
科
リ
ー
グ
で
昇
格
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
硬
式
庭
球
部
は
３
年
生
４

人
、
２
年
生
５
人
、
１
年
生
２
人
の

計
11
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
４
月
に
関
東
学
生
テ

ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
８
月
に
関
東

理
工
科
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
９

月
に
関
東
学
生
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
、
10

月
に
関
東
理
工
科
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
、

11
月
に
関
東
理
工
科
新
人
戦
大
会
、

２
月
に
関
東
理
工
科
２
軍
戦
大
会
な

ど
数
多
く
の
大
会
に
出
場
し
て
い
ま

す
。
活
動
内
容
に
関
し
て
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
も
載
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
夏
と
春
の
計
２
回
合
宿
を

行
い
ま
す
。
夏
の
合
宿
は
山
中
湖
に

４
泊
５
日
、
春
の
合
宿
は
白
子
に
３

泊
４
日
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
合
宿

で
は
、
普
段
の
限
ら
れ
た
時
間
で
は

な
か
な
か
で
き
な
い
練
習
や
、
部
員

た
ち
と
の
よ
り
深
い
交
流
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
新
入
生
歓

迎
会
、
追
い
コ
ン
、
卒
コ
ン
な
ど
、

部
員
全
員
の
親
睦
を
深
め
ら
れ
る
場

私
た
ち
漫
画
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
研

究
部
の
活
動
は
主
に
週
２
回
の
部
会

と
夏
と
冬
の
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
蒲
田

・
八
王
子
合
同
展
示
会
、
紅

華
祭
で
の
作
品
展
示
な
ど
を
目
標
に

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

部
会
で
は
漫
画
の
基
本
的
な
ス

ト
ー
リ
ー
の
組
み
立
て
方
や
ネ
ー
ム

の
作
り
方
、
ト
ー
ン
や
画
材
な
ど
の

使
い
方
な
ど
、
イ
ラ
ス
ト
で
あ
れ
ば

構
図
の
コ
ツ
や
色
の
配
色
、
デ
ッ
サ

ン
な
ど
初
心
者
経
験
者
問
わ
ず
漫
画

や
イ
ラ
ス
ト
を
作
成
す
る
上
で
大
切

な
こ
と
な
ど
の
講
座
を
お
こ
な
い
、

自
分
た
ち
が
描
い
た
漫
画
や
イ
ラ
ス

ト
を
部
員
間
で
評
価
・
共
有
し
、
よ

り
良
い
漫
画
や
イ
ラ
ス
ト
の
作
成
を

目
指
す
な
ど
、
週
２
回
楽
し
く
互
い

に
刺
激
し
あ
い
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
部
員
同
士
と
て
も
仲
が
良

く
と
て
も
雰
囲
気
の
よ
い
サ
ー
ク
ル

な
の
で
、
漫
画
や
イ
ラ
ス
ト
の
質
問

や
相
談
だ
け
で
は
な
く
、
学
校
生
活

の
悩
み
や
授
業
で
不
明
な
点
も
気
軽

に
相
談
が
で
き
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

蒲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
サ
ー
ク
ル
や

同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
他
サ
ー
ク
ル
と
合

同
で
行
う
合
同
展
示
会
で
は
各
部
員

一
生
懸
命
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
ア
イ
デ

ア
や
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
作
品
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
夏
と
冬

に
開
催
さ
れ
る
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
は
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
各
部
員

が
漫
画
や
イ
ラ
ス
ト
を
制
作
し
、
部

誌
と
い
う
形
で
ま
と
め
、
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
参
加
を
通
し
て
様
々
な
サ
ー
ク

ル
と
の
交
流
、
一
つ
の
作
品
を
仕
上

げ
る
能
力
や
デ
ザ
イ
ン
、
描
画
力
の

向
上
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
自

信
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

初
心
者
、
経
験
者
関
係
な
く
漫
画

や
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
み
た
い
方
、

漫
画
や
イ
ラ
ス
ト
の
技
術
を
向
上
さ

せ
た
い
方
は
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
趣
味

の
友
達
が
欲
し
い
、
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
合
同
展
示
会
に
参
加
し
て

み
た
い
と
い
う
方
、
私
た
ち
と
一
緒

に
漫
画
や
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
み
ま

せ
ん
か
？
一
度
部
会
や
部
室
に
遊

び
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
！
漫
画
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
部
は
い
つ
で
も

部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
ま
た
、

漫
画
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
部
の
ツ

イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
に
て
情
報
の

掲
載
、
イ
ベ
ン
ト
の
活
動
報
告
な
ど

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ

東
京
工
科
大
学

を
数
多
く
用
意
し
て
い
ま
す
！

現
在
、
私
た
ち
は
関
東
学
生
テ
ニ

ス
リ
ー
グ
で
１
～
７
部
中
７
部
、
関

東
理
工
科
テ
ニ
ス
リ
ー
グ
で
１
～
１３

部
中
８
部
に
所
属
し
て
お
り
、
両

リ
ー
グ
で
部
を
一
つ
昇
格
で
き
る
よ

う
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
関
東
理
工
科
テ
ニ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
や
新
人
戦
大
会
で
は

近
年
、
シ
ー
ド
を
も
ら
え
る
部
員
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
は
予
選

の
決
勝
や
準
決
勝
に
進
ん
だ
者
も
お

り
、
練
習
の
成
果
が
現
れ
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

普
段
の
練
習
は
毎
週
月
～
木
曜
日

の
う
ち
最
低
１
日
以
上
と
土
曜
日
の

週
２
回
以
上
、
校
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に

も
、
他
大
学
と
の
練
習
試
合
や
対
抗

戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
、

専
任
の
コ
ー
チ
や
指
導
者
が
い
な
い

た
め
、
自
分
た
ち
で
練
習
内
容
を
考

え
、
ど
こ
が
悪
い
の
か
、
ど
う
や
っ

た
ら
上
達
す
る
の
か
を
部
員
そ
れ
ぞ

れ
が
自
分
の
頭
で
考
え
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
人
一
人

が
自
分
で
考
え
、
お
互
い
を
指
摘
し

合
う
こ
と
で
チ
ー
ム
全
体
の
力
が
上

が
っ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
練
習
し
て

い
る
だ
け
な
の
と
、
他
人
の
意
見
を

取
り
入
れ
自
分
で
考
え
て
練
習
す
る

の
と
で
は
、
上
達
速
度
が
ま
る
で
違

い
ま
す
。
ま
た
、部
員
全
員
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
取
り
合
う
た

め
、
先
輩
後
輩
の
壁
が
薄
く
、
充
実

し
た
練
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

私
た
ち
硬
式
庭
球
部
は
新
入
生
だ

け
で
は
な
く
、
在
校
生
の
入
部
も
大

歓
迎
で
す
。
テ
ニ
ス
経
験
者
だ
け
で

は
な
く
未
経
験
者
や
女
性
部
員
も
大

歓
迎
で
す
の
で
、
い
つ
で
も
体
験
に

き
て
く
だ
さ
い
！
硬
式
庭
球
部
は
い

つ
で
も
新
し
い
仲
間
を
待
っ
て
い
ま

す
！文

章
Ｃ
０
１
１
７
０
２
９　

磯
田　

聖
人

ち
ら
も
見
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。文

章
Ｃ
０
１
１
８
２
０
６　

長
島
圭
吾

硬
式
庭
球
部

漫
画
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
研
究
部

Follow us!

Follow us!
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私
た
ち
東
京
工
科
大
学
吹
奏
楽
団

は
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
紅
華
祭
、

定
期
演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
主

な
目
標
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
入
学
式
や
学
位
授
与
式
、

外
部
か
ら
の
依
頼
演
奏
な
ど
も
行
っ

て
お
り
、
現
在
は
顧
問
で
あ
る
渡
辺

大
地
先
生
と
学
生
指
揮
者
に
よ
る
音

楽
指
導
の
も
と
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

団
員
の
音
楽
経
験
は
本
当
に
様
々

で
、
中
学
高
校
と
吹
奏
楽
部
で
全
国

大
会
常
連
校
か
ら
来
た
人
か
ら
大
学

に
入
っ
て
初
め
て
楽
器
を
触
っ
た
人
、

も
と
も
と
吹
奏
楽
と
は
関
係
の
な
い

楽
器
を
や
っ
て
い
た
人
な
ど
多
種
多

様
な
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
互

い
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
な
が

ら
演
奏
会
と
い
う
共
通
の
目
標
に
向

け
て
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
例
年
９
月

の
中
旬
頃
に
八
王
子
市
学
園
都
市
セ

ン
タ
ー
で
、
定
期
演
奏
会
は
３
月
の

中
旬
ご
ろ
に
八
王
子
市
南
大
沢
文
化

会
館
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
定
期
演
奏

会
の
前
に
は
、
大
学
か
ら
車
で
１５

分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
大
学
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
４
泊
５
日
の
合
宿
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
合
宿
で
は
朝

か
ら
夜
ま
で
た
だ
ひ
た
す
ら
練
習
を

し
て
お
り
、
各
演
奏
会
の
直
前
と
い

う
こ
と
あ
っ
て
普
段
は
和
気
藹
々
と

し
て
い
る
団
の
雰
囲
気
も
突
然
何
か

を
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
一
気
に

陸
上
競
技
部
で
は
、
中
学
高
校
と

ず
っ
と
陸
上
を
や
っ
て
き
た
部
員
は

自
己
ベ
ス
ト
の
更
新
や
関
東
学
生
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
の
出
場

を
目
指
し
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら
陸

上
を
始
め
た
部
員
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や

日
々
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
た
め

に
時
々
練
習
に
来
る
部
員
な
ど
十
人

十
色
で
す
。

ま
た
、
目
的
や
学
部
、
学
年
は
違

い
ま
す
が
仲
が
良
い
の
が
陸
上
競
技

部
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
先
輩
方
も

す
ご
く
優
し
い
の
で
初
め
て
陸
上
を

す
る
と
い
う
方
も
安
心
し
て
楽
し
く

練
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
学
部
の
先
輩
が
い
る
の
で

教
科
書
や
講
義
に
関
す
る
情
報
も
聞

け
た
り
も
す
る
の
で
文
武
両
道
、
一

石
二
鳥
で
お
得
尽
く
し
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
陸
上
競
技
部
は
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
と
の
両
立
が
で
き
る
の
も
良

い
と
こ
ろ
で
す
。
活
動
日
は
水
曜
日

で
す
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
授
業
の
都

合
に
合
わ
せ
て
別
の
日
に
練
習
を
し

た
り
、
家
で
練
習
を
し
た
り
す
る
部

員
も
い
ま
す
。
陸
上
部
で
は
指
導
者

が
い
な
い
の
で
自
分
で
メ
ニ
ュ
ー
を

考
え
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

学
生
サ
ー
ク
ル
紹
介
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吹
奏
楽
団

陸
上
競
技
部

引
き
締
ま
り
、
演
奏
会
で
自
分
た
ち

の
持
て
る
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
引
き
出
す
た
め
に
一
心
不
乱
に
楽

譜
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
肉
体
的
、

精
神
的
に
少
し
き
つ
い
と
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
団
員
と
一
日
中

同
じ
空
間
で
過
ご
す
こ
と
で
普
段
し

な
い
よ
う
な
話
を
し
た
り
、
さ
ら
に

親
睦
が
深
ま
っ
た
り
と
楽
し
い
一
面

も
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
合
宿
を
乗
り
切
っ
た
後
に

開
催
さ
れ
る
演
奏
会
で
は
、
お
客
様

に
演
奏
会
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
の
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
一
部
が
吹
奏
楽
曲
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
曲
、
二
部
が
ポ
ッ
プ
ス
曲
中

心
の
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
二

部
の
演
奏
中
の
演
出
に
使
う
照
明
や

映
像
の
準
備
や
劇
、
ダ
ン
ス
な
ど
の

振
り
付
け
も
す
べ
て
自
分
た
ち
で
一

か
ら
構
想
を
練
っ
て
演
奏
と
並
行
し

て
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
演
奏
会
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決

め
て
統
一
感
を
も
た
せ
、
お
客
様
に

世
界
観
が
伝
わ
り
や
す
く
な
る
よ
う

な
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
紅
華
祭

（
学
園
祭
）
で
は
、

特
設
さ
れ
た
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
な
ど

で
の
野
外
演
奏
に
加
え
、
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｓ 

Ｆ
Ｕ
Ｕ
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も

行
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
毎
年
決
め

た
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
装
飾
を
自
分
た

ち
で
作
っ
た
り
、
ま
た
新
た
な
曲
を

演
奏
し
た
り
と
力
を
入
れ
て
い
る
行

事
の
一
つ
で
す
。

直
近
で
は
２
０
２
０
年
３
月
11

日

（
水
）
に
南
大
沢
文
化
会
館
で
第

17
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
団
員

一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
普
段
の
練
習
や
演
奏

会
を
通
し
て
、
よ
り
東
京
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吹
奏
楽
団
ら
し
い
音
楽
の
形
を
模
索

し
つ
つ
、
お
客
様
に
も
演
奏
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
団
員
一
同

精
一
杯
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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神
尾
岳

た
め
、
自
由
度
の
高
い
練
習
が
で
き

ま
す
。

本
学
の
ト
ラ
ッ
ク
は
と
て
も
広
大

な
の
で
短
距
離
か
ら
長
距
離
、
跳
躍
、

投
擲
な
ど
幅
広
い
競
技
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
ま
た
近
く
に
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
も
併
設
さ
れ
て
い
る
の
で
練
習
の

後
に
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

練
習
後
に
浴
び
る
シ
ャ
ワ
ー
の
時
間

は
至
福
そ
の
も
の
で
す
。

ま
た
部
室
に
は
基
礎
的
な
バ
ー
ベ

ル
な
ど
の
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
器
具
が
あ
る

の
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で
筋
肉
を
つ
け

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

部
室
内
は
冷
暖
房
完
備
な
の
で
熱
中

症
の
防
止
や
寒
い
日
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
休
憩
に
と
て
も
適
し
て
い
ま
す
。

部
室
内
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
以
外

に
も
学
校
内
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
負
荷
の

大
き
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
い
時

や
雨
の
日
に
は
そ
ち
ら
も
使
え
る
の

で
お
す
す
め
で
す
。
陸
上
部
の
部
室

か
ら
は
徒
歩
五
分
ほ
ど
な
の
で
練
習

の
合
間
な
ど
に
も
行
け
る
た
め
、
す

ご
く
お
す
す
め
で
す
。

陸
上
部
で
は
、
希
望
者
が
多
け

れ
ば
夏
と
春
に
合
宿
を
行
っ
て
い
ま

す
。
合
宿
先
は
、
毎
年
変
わ
り
ま
す

が
過
去
に
は
長
野
県
の
菅
平
高
原
で

合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
ウ
イ
ン
ド

ブ
レ
ー
カ
ー
に
関
し
て
は
現
在
デ
ザ

イ
ン
を
考
え
中
な
の
で
、
で
き
次
第

陸
上
部
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
て
報
告

を
い
た
し
ま
す
。
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陸
上
部
一
同
は
部

員
一
人
一
人
の
学
生
生
活
が
充
実
す

る
た
め
に
最
大
限
に
尽
く
し
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
一
生
の
思
い
出
に

な
る
部
活
に
な
る
と
思
う
の
で
、
ぜ

ひ
見
学
だ
け
で
も
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
！
部
員
一
同
待
っ
て
ま
す
！

文
章

Ｂ
０
１
１
９
１
１
４　

小
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慶
次

Follow us!

Follow us!
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本
誌
の
冒
頭
で
も
お
伝
え
し
た
と
お
り
、

本
学
園
の
創
立
者
で
あ
る
片
柳
鴻
前
理
事
長

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
体
験
者
と
し

て
の
お
話
を
い
つ
も
し
て
く
だ
さ
っ
た
故
人
の

命
日
が
奇
し
く
も
74
回
目
の
終
戦
記
念
日
と

な
っ
た
こ
と
は
、
改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
を
振

り
返
り
、
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
て
ほ
し
い
と

い
う
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

訃
報
を
受
け
、
学
園
教
職
員
は
一
丸
と
な

り
、
故
人
が
最
後
に
手
掛
け
ら
れ
た
蒲
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
片
柳
ア
リ
ー
ナ
に
て
最
後
の
お
別
れ

の
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

会
場
の
ホ
ワ
イ
エ
に
展
示
さ
れ
た
数
々
の
展

示
品
の
中
に
、
故
人
が
病
床
に
て
最
後
に
残

し
た
と
い
う
メ
モ
が
あ
り
、
そ
こ
に
は

「
日
本

工
学
院
」
と
書
こ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う
文
字

が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

終
戦
直
後
の
焼
け
野
原
の
蒲
田
に
学
校
を

創
立
し
、
以
来
73
年
間
、
一
貫
し
た
教
育
理

念
の
も
と
、
教
育
へ
の
強
い
意
思
を
持
ち
学
園

の
先
頭
に
立
っ
て
走
っ
て
こ
ら
れ
た
故
人
が
、

亡
く
な
る
直
前
ま
で
学
校
の
こ
と
を
考
え
、

学
生
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
思
う
と
、
そ
の

強
い
意
志
を
我
々
学
園
教
職
員
が
受
け
継
ぎ
、

学
生
の
た
め
に
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
邁
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。八

王
子
と
蒲
田
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
故
人
が

残
し
た
芸
術
性
あ
ふ
れ
る
校
舎
や
自
然
豊
か

な
環
境
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
故
人
が
愛

し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様
々
な
顔
を
こ
れ
か
ら
も

本
誌
で
は
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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